
十
二
月
本
部
例
会
の
お
知
ら
せ

瞑
想
に
よ
り
自
分
が
変
わ
る

　
　
　

講
師　

三
好 

一
郎 

氏

　
　
（
日
本
サ
イ
科
学
会
副
理
事
長
）

日
時	

令
和
５
年
12
月
17
日（
日
）

	

午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

会
場	

北
と
ぴ
あ
９
階
９
０
１
会
議
室

交
通	

Ｊ
Ｒ
京
浜
東
北
線
王
子
駅
下
車

徒
歩
２
分
、
ホ
ー
ム
最
北
端

（
赤
羽
寄
り
）の
階
段
を
下
り
改

札
口
を
出
て
見
え
る
高
層
ビ
ル

会
費	
会
員
二
千
円（
当
日
入
会
可
）

	

一
般
三
千
円　

学
生
一
千
円

瞑
想
、
座
禅
は
日
本
の
神
秘
的
な
も

の
と
し
て
、
海
外
で
は
注
目
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
、
歴
史
的
な
も
の
の
と

ら
え
方
か
ら
く
る
も
の
で
、
海
外
の
人

達
に
は
歴
史
的
背
景
が
少
な
く
、
な
か

な
か
理
解
さ
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
日
本

の
神
秘
と
と
ら
え
注
目
さ
れ
て
い
る
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

現
在
で
は
、
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
瞑

想
と
し
て
、
か
な
り
瞑
想
が
普
及
し
て

い
ま
す
。
物
に
満
ち
溢
れ
て
い
る
文
明

生
活
に
お
い
て
、
多
く
の
人
は
身
体
を

壊
し
た
ら
病
院
に
行
き
、
薬
を
飲
み
、

そ
の
肉
体
だ
け
を
治
そ
う
と
し
て
い
ま

す
。
残
さ
れ
て
い
る
、
傷
つ
い
た
精
神

は
、
誰
も
振
り
向
か
ず
、
触
ろ
う
と
し

て
い
な
い
の
で
す
。
そ
れ
は
、
心
へ
の

触
れ
方
を
知
ら
な
い
、
修
正
の
仕
方
が

分
か
ら
な
い
、
良
き
指
導
者
が
い
な
い

か
ら
と
、
い
う
こ
と
に
な
る
の
か
な
と

思
っ
て
い
ま
す
。

今
回
の
開
催
は
、
そ
の
壊
れ
か
け
た

精
神
、
見
え
な
い
心
の
修
正
を
、
こ
れ

ら
を
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
な
面
を
含
め
た

多
角
的
な
面
か
ら
、
瞑
想
に
つ
い
て
の

説
明
だ
け
で
な
く
、
実
践
も
取
り
入
れ

た
講
演
会
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
そ
し

て
、
自
分
の
力
で
多
く
の
悩
み
、
身
体

の
不
調
の
改
善
を
図
っ
て
い
け
る
指
針

に
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
心
、
精
神
が

前
を
向
け
ば
、
身
体
も
前
を
向
い
て
く

れ
ま
す
か
ら
、
体
感
し
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

◎
三
好
一
郎
氏
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

１
９
４
７
年
４
月　

香
川
県
に
生
ま

れ
、
現
在
は
千
葉
県
在
住
。
獣
医
師
の

資
格
を
持
ち
、
動
物
の
治
療
等
臨
床
に

従
事
。
ま
た
、
資
格
を
要
す
る
業
務
に

も
携
わ
っ
て
い
た
。
出
雲
大
社
神
職
の

資
格
を
持
ち
、
祭
祀
も
執
り
行
っ
て
い

た
。
小
説
家
と
し
て
、
執
筆
活
動
中
。

日
本
サ
イ
科
学
会
副
理
事
長
を
務
め
て

い
る
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

「
心
を
科
学
す
る
博
物
館
」と

一
般
の
御
寄
付
御
礼

�

（
⓾
／
⓾
受
領
分
ま
で
）

金
一
千
円
也　
　
　

八
幡　

み
わ　

様
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今
月
号
の
記
事

◎
十
二
月
本
部
例
会
の
お
知
ら
せ

◎
御
寄
付
御
礼

◎
衆
議
院
議
員 

浅
川
義
治
氏「
メ
キ
シ

　

コ
Ｕ
Ａ
Ｐ
公
聴
会
に
招
待
さ
れ
て
」

◎
第
14
回
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
研
究
分
科

　

会
の
お
知
ら
せ

◎
第
50
回
宇
宙
生
命
研
究
分
科
会
予
告

◎
第
７
回
占
星
学
と
運
命
創
造
学
の

　

研
究
分
科
会
の
お
知
ら
せ

◎
関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
十
一
月
分
科

　

会
、
十
一
月
研
究
集
会
の
お
知
ら
せ

◎
小
林
信
正
理
事
長
新
刊
書
の
ご
案
内

◎
令
和
５
年
度
通
常
総
会
の
報
告
Ⅱ

◎
令
和
４
年
９
月
本
部
例
会
の
報
告
Ⅰ

◎
第
四
七
五
回
関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

　

研
究
集
会
報
告

◎
日
本
古
代
遺
跡
調
査
報
告
Ⅲ
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メ
キ
シ
コ
Ｕ
Ａ
Ｐ
公
聴
会
に

招
待
さ
れ
て

　
　
　

衆
議
院
議
員　

浅
川 

義
治

２
０
２
３
年
９
月
12
日
、
メ
キ
シ
コ

下
院
議
会
の
Ｕ
Ａ
Ｐ
に
関
す
る
公
聴
会

に
日
本
の
国
会
議
員
と
し
て
、
招
待
さ

れ
意
見
陳
述
し
ま
し
た
。

開
催
に
あ
た
っ
て
は
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ス
ト
の
ジ
ェ
イ
ミ
ー
・
モ
ウ
サ
ン
氏
が

尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
モ
ウ
サ
ン
氏
は
以

前
か
ら
私
の
国
会
で
の
Ｕ
Ａ
Ｐ
に
関
す

る
質
疑
に
関
心
を
持
っ
て
い
て
、
こ
れ

ま
で
オ
ン
ラ
イ
ン
で
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を

２
回
受
け
て
い
ま
し
た
。
そ
の
こ
と
も

あ
っ
て
公
聴
会
に
推
薦
し
て
い
た
だ
い

た
と
思
い
ま
す
。

公
聴
会
は
、
国
会
内
の
１
５
０
人
ほ

ど
の
ス
テ
ー
ジ
の
あ
る
会
議
室
で
し

た
。
下
院
議
員
や
関
係
者
、
メ
デ
ィ
ア

な
ど
で
溢
れ
か
え
り
入
場
制
限
が
さ
れ

る
ほ
ど
で
、
注
目
度
の
高
さ
が
伺
え
ま

し
た
。

米
国
海
軍
パ
イ
ロ
ッ
ト
の
ラ
イ
ア

ン
・
グ
レ
イ
ブ
ス
氏
を
は
じ
め
、
フ
ラ

ン
ス
、
ブ
ラ
ジ
ル
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
や

ペ
ル
ー
な
ど
様
々
な
国
の
専
門
家
が
参

加
し
、
意
見
交
換
も
で
き
大
変
有
意
義

な
公
聴
会
で
し
た
。

メ
キ
シ
コ
に
居
る
間
か
ら
、
多
く
の

取
材
を
受
け
ま
し
た
。
是
非
「
浅
川
義

治　

Ｕ
Ｆ
Ｏ
」で
検
索
し
て
下
さ
い
。

◆　
　
　
　
　

◆

第
⓮
回
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
研
究

分
科
会

透
視
・
ひ
ら
め
き
な
ど
超
能
力
開
発

法
と
体
験
的
な
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　
　
　

講
師　

小
林 

信
正 

氏

　
　
（
日
本
サ
イ
科
学
会
理
事
長
）

日
時	

令
和
５
年
11
月
18
日（
土
）

	

午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

会
場	

北
と
ぴ
あ
９
階
９
０
２
会
議
室

交
通	

Ｊ
Ｒ
京
浜
東
北
線
王
子
駅
下
車

徒
歩
２
分
、
ホ
ー
ム
最
北
端

（
赤
羽
寄
り
）の
階
段
を
下
り
改

札
口
を
出
て
見
え
る
高
層
ビ
ル

会
費	

会
員
一
千
円（
当
日
入
会
可
）

	

一
般
二
千
円　

学
生
一
千
円

＊
当
日
会
場
に
て
直
接
、
現
金
に
て
お

支
払
い
下
さ
い
。

（
講
演
内
容
）

人
間
に
は
誰
で
も
潜
在
的
に
備
わ
っ

た
能
力
と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。
そ

の
能
力
は
知
ら
ず
に
環
境
に
適
応
し
て

い
ま
す
が
、
自
分
の
潜
在
脳
力
を
引
き

出
す
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
と
は
具
体
的
に
ど

の
よ
う
な
方
法
が
あ
る
の
か
、
そ
の
思

考
法
と
実
践
的
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
行
っ
て

み
た
い
と
思
い
ま
す
。

★
あ
な
た
の
透
視
能
力
テ
ス
ト
！

＊
潜
在
能
力
を
引
き
出
す
条
件
と
は

＊
能
力
を
活
か
す
思
考
法
と
は

＊
体
験
的
実
践
テ
ク
ニ
ッ
ク
法

脳
力
の
開
発
の
み
な
ら
ず
、
人
間
関

係
の
改
善
や
自
己
実
現
の
為
に
役
立
つ

テ
ク
ニ
ッ
ク
で
す
。

◆　
　
　
　
　

◆

第
㊿
回
宇
宙
生
命
研
究
分
科
会

第
11
回
異
能
科
学
会
議

テ
ー
マ「
た
ま
し
い 

と
は
な
に
か
？

～
魂
理
学
事
始
～
」

講
演
者

あ
お
み
え
り（
真
実
追
求
系 Y

ouT
uber

）

根
本
泰
行（
理
学
博
士
）

田
中
俊
行（
呪
物
蒐
集
家
）

え
い
こ
☆
ク
ル
ス
マ
ー
テ
（
銀
河
の
歌

姫
）

/Jasm
ine

（
舞
）  /K

um
i （

演
奏
）

中
沢
健（U

M
A

研
究
家
）

港
ま
こ（
イ
ベ
ン
ト
構
成
作
家
）

千
々
松
健（
黄
金
比
研
究
者
）

み
ち
よ
（
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
「
魂
の
お
医
者
さ
ん
」）

志
村
則
夫 （
歯
学
博
士
）

山
崎
佐
弓（
ラ
イ
タ
ー
）

多
田
文
明（
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
）

他日
時	

令
和
５
年
12
月
９
日（
土
）

	

午
前
10
時
～
午
後
４
時
30
分

会
場	

北
と
ぴ
あ
７
階
第
一
研
修
室

交
通	

Ｊ
Ｒ
京
浜
東
北
線
王
子
駅
下
車

徒
歩
２
分
、
ホ
ー
ム
最
北
端

（
赤
羽
寄
り
）の
階
段
を
下
り
改

札
口
を
出
て
見
え
る
高
層
ビ
ル

参
加
費　

①
一
般  

２
０
０
０
円

	

②
サ
イ
・
サ
ト
ル
会
員
、
学
生
、

	

60
歳
以
上
75
歳
未
満 

１
０
０
０
円

	

③
宇
宙
人
、
75
歳
以
上  

０
円

	

（
宇
宙
人　

認
定
は
受
付
に
て
）

※
事
前
参
加
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

※
当
日
会
場
に
て
直
接
、
現
金
に
て

参
加
費
を
お
支
払
い
下
さ
い
。

◆　
　
　
　
　

◆

2
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第
７
回　

占
星
学
と
運
命
創
造
学

の
研
究
分
科
会

日
時	

令
和
６
年
１
月
14
日（
日
）

	

午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

会
場 	

北
と
ぴ
あ
８
階
８
０
３
会
議
室

交
通	

Ｊ
Ｒ
京
浜
東
北
線
王
子
駅
下
車

徒
歩
２
分
、
ホ
ー
ム
最
北
端

（
赤
羽
寄
り
）の
階
段
を
下
り
改

札
口
を
出
て
見
え
る
高
層
ビ
ル

会
費　

会
員 

一
千
円（
当
日
入
会
可
）

	

一
般 

二
千
円　

学
生 

一
千
円

※
定
員
が
あ
り
ま
す
の
で
後
述
の
★
欄　

を
ご
覧
に
な
っ
て
、
ご
参
加
予
約
願　

い
ま
す
。

※
当
日
会
場
に
て
直
接
、
現
金
に
て

　

参
加
費
を
お
支
払
い
下
さ
い
。

２
０
２
４
年
木
星
と
土
星
の
進

行
に
よ
る
未
来
予
測
と
個
人
の

運
勢
診
断
＋
ヒ
ー
リ
ン
グ
グ
ッ

ズ
・
フ
ォ
ー
ス
ラ
イ
ト
の
紹
介

　
　
　

講
師　

瀬
尾 

泰
範 

氏

占
星
学
に
お
い
て
、
木
星
は
１
つ
の

星
座
を
１
年
で
通
過
し
、
土
星
は
１
つ

の
星
座
を
２
年
半
で
通
過
し
ま
す
。
両

星
と
も
大
惑
星
で
長
期
間
同
じ
星
座
に

お
り
ま
す
の
で
、
社
会
的
に
も
大
き
な

影
響
を
与
え
ま
す
し
、
各
個
人
に
は
年

単
位
の
影
響
を
与
え
ま
す
。

個
人
の
出
生
時
に
お
け
る
太
陽
、

月
、
水
星
、
金
星
、
火
星
の
位
置
に
対

す
る
木
星
・
土
星
の
配
置
が
そ
の
人
の

運
勢
に
大
き
な
影
響
を
与
え
ま
す
の

で
、
そ
の
見
方
を
解
説
し
、
ご
質
問
に

お
答
え
し
ま
す
。

過
去
に
占
星
学
と
運
命
創
造
学
の
研

究
分
科
会
に
参
加
さ
れ
、
ご
自
分
の
ホ

ロ
ス
コ
ー
プ（
出
生
天
宮
図
）を
も
っ
て

い
ら
っ
し
ゃ
る
方
は
ご
持
参
願
い
ま
す
。

初
め
て
参
加
さ
れ
て
、
ご
自
分
（
あ

る
い
は
ご
子
息
等
）
の
ホ
ロ
ス
コ
ー
プ

を
ご
希
望
さ
れ
る
方
は
、
事
前
に
出
生

デ
ー
タ
を
い
た
だ
け
れ
ば
、
当
日
お
渡

し
し
て
、
診
断
に
利
用
で
き
ま
す
。

（
１
人
分
無
料
）

さ
ら
に
２
０
０
０
年
代
に
開
発
し
ま

し
た
ヒ
ー
リ
ン
グ
＋
浄
化
グ
ッ
ズ
で
あ

る
「
フ
ォ
ー
ス
ラ
イ
ト
」
を
ご
紹
介
し
、

皆
様
に
体
験
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

「
フ
ォ
ー
ス
ラ
イ
ト
」
は
そ
れ
ぞ
れ
効

能
の
違
う
７
色
の
発
光
ダ
イ
オ
ー
ド
と

五
芒
星
・
六
芒
星
を
組
み
合
わ
せ
た
カ

ラ
ー
＋
形
態
場
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
発
す

る
グ
ッ
ズ
で
、
こ
れ
ま
で
多
く
の
方
々

に
使
っ
て
い
た
だ
き
、
長
年
使
っ
た
方

か
ら
修
理
依
頼
も
来
て
お
り
ま
す
。

今
回
参
加
者
の
皆
さ
ん
３
名
に
グ
リ

ー
ン
、
ブ
ル
ー
、
パ
ー
プ
ル
の
ど
れ
か

を
抽
選
で
進
呈
致
し
ま
す
。

★
分
科
会
ご
参
加
希
望
の
方
は
、
１
月

10
日（
水
）ま
で
に
左
記
の
メ
ー
ル
ア
ド

レ
ス
宛
に
予
約
お
申
込
み
願
い
ま
す
。

ホ
ロ
ス
コ
ー
プ
ご
希
望
の
方
は
早
め
が

有
り
難
い
で
す
。

info23@
astro-h.com

メ
ー
ル
に
は
姓
名
と
そ
の
読
み
方
、

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
、
電
話
番
号
、
も
し

ホ
ロ
ス
コ
ー
プ
（
出
生
天
宮
図
）
を
ご

希
望
の
方
は
「
ホ
ロ
ス
コ
ー
プ
希
望
」

と
書
い
て
送
信
願
い
ま
す
。

◆　
　
　
　
　

◆

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

十
一
月
分
科
会
の
お
知
ら
せ

奈
良
、
気
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
巡
り

「
奈
良
、
春
日
の
気
に
癒
さ
れ
る
」

の
お
知
ら
せ

日
時	
令
和
５
年
11
月
３
日（
金
・
祝
）

	
午
後
１
時
～
５
時
20
分

	

参
加
費　

会
員　

４
５
０
０
円

	

　
　
　
　

一
般　

５
０
０
０
円

※
参
加
お
申
し
込
み
に
つ
き
ま
し
て
は

後
述
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
で
ご
覧
下
さ
い
。

奈
良
市
の
中
で
も
東
側
、
特
に
春
日
大

社
を
中
心
と
し
た
エ
リ
ア
を
気
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
感
じ
な
が
ら
巡
り
ま
す
。

詳
細
は
以
下
を
参
照
く
だ
さ
い
。

https://am
eblo.jp/kansai-psi/

entry-12816877970.htm
l

◆　
　
　
　
　

◆

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

十
一
月
研
究
集
会
の
お
知
ら
せ

宇
宙
時
代
の
新
人
類
開
発

　
　
　

講
師　

エ
リ
コ
・
ロ
ウ

日
時	

令
和
５
年
11
月
11
日（
土
）

	

午
後
３
時
か
ら
約
２
時
間
半

会
場	

摂
津
市
正
雀
市
民
ル
ー
ム
、
大

会
議
室

	
https://shojyaku.net

交
通	

阪
急
京
都
線
、
正
雀
駅
か
ら
徒

歩
３
分

参
加
費　

会
場
参
加
、
W
E
B
と
も

	

会
員　

３
５
０
０
円

	

一
般　

４
０
０
０
円

3
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Ｕ
Ｆ
Ｏ
、
Ｅ
Ｔ
関
係
の
最
新
情
報
、

ミ
ス
テ
リ
ー
サ
ー
ク
ル
の
読
解
や
無
線

ラ
ジ
オ
に
よ
る
Ｅ
Ｔ
と
の
通
信
法
の
紹

介
、
ア
ス
ト
ラ
ル
ト
ラ
ベ
ル
、
瞑
想
に

よ
る
コ
ン
タ
ク
ト
、
Ｃ
Ｉ
Ａ
が
開
発
し

た
リ
モ
ー
ト
ビ
ュ
ー
イ
ン
グ
に
よ
る
宇

宙
探
査
、
ラ
イ
ト
ラ
ン
ゲ
ー
ジ
の
実
践

な
ど
実
習
を
通
し
て
宇
宙
を
体
感
す
る

講
座
で
す
。

地
球
外
知
的
生
命
体
の
存
在
や
宇
宙

船
の
飛
来
が
事
実
で
、
ア
メ
リ
カ
を
中

心
に
諸
国
政
府
が
回
収
し
た
墜
落
宇
宙

船
や
そ
の
乗
組
員
か
ら
の
情
報
を
も
と

に
超
先
進
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
開
発
し
て

き
た
と
す
る
内
部
告
発
が
激
増
、
政
府

に
よ
る
情
報
開
示
も
間
近
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。

今
回
は
、
ま
ず
無
線
ラ
ジ
オ
で
Ｅ
Ｔ

に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
り
ま
す
。
Ｕ
Ｆ
Ｏ

を
呼
ぶ
の
と
同
じ
く
１
０
０
％
繋
が
る

と
は
言
え
ま
せ
ん
が
、
Ｅ
Ｔ
と
の
平
和

な
交
流
を
求
め
る
参
加
者
の
総
意
が
伝

わ
れ
ば
、
講
演
中
に
返
信
の
シ
グ
ナ
ル

が
聞
こ
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
（
ア
マ

チ
ュ
ア
無
線
に
よ
る
通
信
の
ラ
イ
セ
ン

ス
を
お
持
ち
の
方
は
ト
ラ
ン
シ
ー
バ
ー

を
ご
持
参
く
だ
さ
い
）。

次
に
講
演
と
し
て
、
本
物
と
み
ら
れ

る
ミ
ス
テ
リ
ー
サ
ー
ク
ル
や
Ｅ
Ｔ
、
宇

宙
船
、
地
球
産
の
宇
宙
船
な
ど
の
写
真

や
ビ
デ
オ
を
掲
示
し
な
が
ら
、
プ
レ
ア

デ
ス
星
団
か
ら
金
星
を
経
て
地
球
で
輪

廻
転
生
、
今
世
は
ア
メ
リ
カ
在
住
ジ
ャ

ー
ナ
リ
ス
ト
兼
ヒ
ー
ラ
ー
と
い
う
エ
リ

コ
・
ロ
ウ
に
、
米
科
学
者
や
信
頼
筋
が

公
言
す
る
Ｅ
Ｔ
と
人
類
の
関
わ
り
、
人

類
の
起
源
、
宇
宙
の
歴
史
と
構
造
に
関

す
る
最
新
諸
説
を
伝
え
て
い
た
だ
き
ま

す
。実

習
で
は
、
Ｃ
Ｉ
Ａ
と
米
軍
が
開

発
、
実
際
に
宇
宙
探
査
に
も
利
用
し
て

い
た
透
視
法
リ
モ
ー
ト
ビ
ュ
ー
イ
ン

グ
、
幽
体
と
な
っ
て
宇
宙
を
訪
れ
る
ア

ス
ト
ラ
ル
ト
ラ
ベ
ル
、
特
殊
な
マ
ン
ト

ラ
瞑
想
、
ラ
イ
ト
ラ
ン
ゲ
ー
ジ
な
ど
意

識
を
変
容
さ
せ
る
こ
と
で
宇
宙
と
繋
が

る
方
法
な
ど
に
挑
戦
し
ま
す
。
宇
宙

人
、
Ｕ
Ｆ
Ｏ
情
報
を
知
り
た
い
方
、
瞑

想
状
態
で
Ｅ
Ｔ
と
交
流
し
た
り
、
宇
宙

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
感
じ
て
み
た
い
方
、

宇
宙
と
繋
が
る
手
法
を
学
ん
で
み
た
い

方
は
も
と
よ
り
、
潜
在
能
力
を
開
花
さ

せ
た
い
方
、
意
識
改
革
に
つ
な
が
る
刺

激
を
お
求
め
の
方
に
も
お
勧
め
の
楽
し

い
講
座
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

な
お
、
講
座
後
は
懇
親
会
、「
寿
し

匠
お
が
わ
」
午
後
６
時
頃
か
ら
15
名
ま

で
。
参
加
費
４
４
０
０
円
（
税
込
） 

飲

み
代
は
各
自
。

お
申
し
込
み
先
は
、
会
場
参
加
、W

EB

参
加
も
含
め
て
、

h
	

t
	

t
	

p
	

s
	

:
	

/
	

/
	

f
	

o
	

r
	

m
	

s
	

.
	

g
	

l
	

e
	

/
	

M
	

t
	

g
	

B
	

h
	

y
	

H
	z	u	

A
EU
N
3zT

8

申
し
込
み
受
付
後
に
振
込
先
を
お
知
ら

せ
い
た
し
ま
す
。

最
終
受
付
は
11
月
７
日
ま
で
。

※
キ
ャ
ン
セ
ル
ポ
リ
シ
ー　

11
月
８
日

以
降
の
キ
ャ
ン
セ
ル
は
50
％
の
キ
ャ
ン

セ
ル
料
が
か
か
り
ま
す
。

当
日
は
１
０
０
％
の
キ
ャ
ン
セ
ル
料
と

な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

※
z
o
o
m
リ
ン
ク
は
11
月
10
日

（
金
）の
夜
９
時
頃
メ
ー
ル
し
ま
す
。

◎
エ
リ
コ
・
ロ
ウ
氏
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

米
国
シ
ア
ト
ル
在
住
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ス
ト
兼
バ
イ
オ
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
ヒ
ー

ラ
ー
＆
ト
レ
ー
ナ
ー
。
イ
ー
レ
ン
気

功
、
ハ
ー
ト
マ
ス
ア
ド
ハ
ー
ト
、

H
M
R
（
ホ
ロ
グ
ラ
ム
記
憶
解
決
法
）、

チ
ベ
ッ
ト
・
マ
ン
ト
ラ
・
ヒ
ー
リ
ン
グ

な
ど
の
認
定
講
師
。
長
年
に
わ
た
り
Ｎ

Ｈ
Ｋ
や
著
作
の
取
材
を
通
じ
、
欧
米
の

最
先
端
医
療
か
ら
先
住
民
族
の
癒
や
し

ま
で
、
欧
米
の
科
学
者
が
注
目
す
る
セ

ラ
ピ
ー
や
超
能
力
開
発
法
を
実
践
で
学

ん
で
き
た
。「
自
ら
を
変
え
る
脳
の

力
」、「
死
ん
だ
後
に
は
続
き
が
あ
る
の

か
、
臨
死
体
験
と
意
識
の
科
学
の
最
前

線
」、「
ア
メ
リ
カ
・
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
の

書
物
よ
り
も
賢
い
言
葉
」
な
ど
著
書
、

訳
書
多
数
。
元
コ
ー
ネ
ル
大
学
非
常
勤

教
師
、
元
ワ
シ
ン
ト
ン
大
学
非
常
勤
講

師
。
早
稲
田
大
学
第
一
文
学
部
、
Ｎ
Ｙ

大
学
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
大
学
院
卒
。

◆　
　
　
　
　

◆

◎
新
刊
書
の
ご
案
内

　

分
科
会
で
講
演
さ
れ
る
小
林
信
正
理

事
長
著
の
新
刊
の
ご
紹
介
で
す
。

「
あ
な
た
は
信
じ
ま
す
か
？　

～
心

霊
番
組
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
が
見
て

き
た
本
物
の
霊
現
象
～
」

　
（
青
林
堂　

1
︐9
8
0
円
）

長
年
東
京
キ
ー
局
で
心
霊
番
組
の
プ

ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
を
さ
れ
て
い
た
小
林
信

正
先
生
が
本
物
の
心
霊
現
象
は
ど
う
い

う
も
の
か
に
つ
き
ま
し
て
、
本
物
・
偽

物
を
含
め
て
多
く
の
霊
能
者
に
会
い
、

多
く
の
心
霊
ス
ポ
ッ
ト
を
通
常
の
カ
メ

ラ
以
外
に
人
の
眼
に
は
見
え
な
い
波
長

4
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ま
で
撮
影
で
き
る
数
種
類
の
カ
メ
ラ
を

使
っ
て
撮
影
検
証
し
、
番
組
を
制
作
さ

れ
ま
し
た
。

そ
れ
ら
の
過
程
で
、
小
林
先
生
は
魂

の
存
在
の
確
信
と
「
人
間
は
何
の
た
め

に
生
ま
れ
、
ど
う
生
き
る
の
か
？
」
に

つ
い
て
結
論
に
導
い
て
お
り
ま
す
。

小
林
先
生
の
こ
れ
ま
で
の
お
仕
事
と

体
験
の
集
大
成
と
も
言
え
る
御
著
書
で

す
の
で
、
会
員
の
皆
様
も
是
非
眼
を
通

し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

◆　
　
　
　
　

◆

令
和
５
年
度
通
常
総
会
の
報
告
Ⅱ

◎
令
和
５
年
度
本
部
事
業
計
画

・
10
月
９
日
（
月
・
祝
）
に
第
31
回
全　

国
大
会（
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
テ
ー
マ「
宇　

宙
人
と
サ
イ
」）
を
開
催
す
る
。

・
本
部
例
会
を
６
回
（
４
、６
、７
、　

９
、
12
、
２
月
）
開
催
す
る
。

・
宇
宙
生
命
研
究
分
科
会
を
３
回（
７
、　

12 

、
３
月
）
開
催
す
る
。

・
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
研
究
分
科
会
を
１

回
（
11
月
）
開
催
す
る
。

・
占
星
学
と
運
命
創
造
学
の
研
究
分
科　

会
を
１
回
（
１
月
）
開
催
す
る
。

・
本
部
理
事
会
を
５
回
（
４
、７
、９
、　

12
、
２
月
）
開
催
す
る
。

・
全
国
理
事
会
評
議
員
会
、
通
常
総
会　

を
１
回
（
６
月
）
開
催
す
る
。

・
サ
イ
ジ
ャ
ー
ナ
ル
を
６
回
発
行
す
る
。

・
論
文
集
「
サ
イ
科
学
」
を
発
行
す
る
。

・
公
式
サ
イ
ト
を
運
営
す
る
。

・「
心
を
科
学
す
る
博
物
館
―
サ
イ
科

学
遺
産
―
」
の
資
料
を
整
備
す
る
。

・Y
ouT
ube 

の
公
式
チ
ャ
ン
ネ
ル
で

動
画
配
信
す
る

・
そ
の
他

○
活
動
方
針
と
し
て

・
刊
行
物
に
種
々
の
分
野
の
解
説
・
応　

用
や
新
鮮
な
情
報
を
増
や
す
。

・
会
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
例
会
等　

で
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
、活
用
す
る
。

・
謎
、
不
可
思
議
と
思
え
る
ミ
ス
テ
リ　

ー
写
真
や
映
像
な
ど
を
募
集
し
、
展　

示
発
表
す
る
。

・
体
験
型
や
セ
ミ
ナ
ー
（
ワ
ー
ク
シ
ョ　

ッ
プ
型
）
の
例
会
を
開
催
す
る
。

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
公
式
サ
イ
ト
や　

メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
を
活
用
す
る
。

・
雑
誌
等
の
告
知
欄
や
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ　

ン
に
行
事
の
予
告
を
載
せ
て
い
く
。

・
地
方
日
本
サ
イ
科
学
会
と
の
連
携
を　

深
め
る
。

・
地
方
か
ら
も
講
師
を
招
く
。

・
理
事
や
若
手
の
幹
事
（
理
事
候
補
）、　

評
議
員
を
増
や
す
。

・
そ
の
他

◎
地
方
日
本
サ
イ
科
学
会

東
北
日
本
サ
イ
科
学
会

　
　
　
　
　

会
長　

佐
佐
木　

康
二

◎
２
０
２
２
年
度
事
業
報
告（
敬
称
略
）

２
０
２
２
年

４
月
９
日　

２
４
０
回
研
究
会
、
総
会

＊
２
０
２
１
年
度
事
業
報
告
、
２
０
２　

２
年
度
事
業
計
画

＊
「『
あ
な
た
』
は
『
神
』
で
あ
る
」

　

佐
佐
木
康
二

６
月
４
日　

第
２
４
１
回
研
究
会

＊
「
こ
う
す
れ
ば
悟
れ
る
―
真
の
霊
能　

発
現
」
佐
佐
木
康
二

８
月
13
日　

第
２
４
２
回
研
究
会

＊
「「
レ
ベ
ル
」
を
上
げ
れ
ば
真
の
霊

能
が
発
現
す
る
」
佐
佐
木
康
二

10
月
８
日　

第
２
４
３
回
研
究
会

＊
「
脳－

腸
相
関
か
ら
わ
か
る
天
使
の

実
在
」
佐
佐
木
康
二

12
月
10
日　

第
２
４
４
回
研
究
会

＊
「
モ
ラ
ル
の
低
下
が
も
た
ら
す
サ
イ　

能
力
の
低
下
」
佐
佐
木
康
二

２
０
２
３
年

２
月
11
日　

第
２
４
５
回
研
究
会

＊
「「
ス
プ
ー
ン
曲
げ
」
が
で
き
る
人

は
「
悟
り
」
が
近
い
」
佐
佐
木
康
二

◎
２
０
２
３
年
度
事
業
計
画

東
北
日
本
サ
イ
科
学
会
は
、
創
始
者

岡
田
幸
千
生
が
掲
げ
た
目
的
、「
聖
人

及
び
超
能
力
者
の
先
人
た
ち
を
出
来
る

だ
け
深
く
探
求
し
て
、
誰
で
も
本
来
的

に
持
っ
て
い
る
は
ず
の
超
能
力
を
万
人

に
成
長
さ
せ
て
人
類
の
活
動
能
力
を
本

質
的
に
高
め
る
こ
と
」
を
今
後
も
目
指

し
、
次
の
事
業
を
行
う
。

１
．
定
例
研
究
会
の
開
催

定
例
研
究
会
を
偶
数
月
第
２
土
曜
日

に
開
催
す
る
。
先
人
や
研
究
者
の
成
果

を
学
び
、
ま
た
各
人
の
知
恵
と
知
識
を

持
ち
寄
る
。
サ
イ
科
学
関
係
の
著
名
人

の
講
演
会
等
は
計
画
と
し
て
は
準
備
せ

ず
、
機
会
が
あ
る
折
り
に
考
慮
す
る
。

２
．「
東
北
日
本
サ
イ
科
学
会
研
究
抄

録
」の
編
集

３
．
長
期
研
究
テ
ー
マ
の
推
進

サ
イ
現
象
の
観
測
量
化
、
気
・
意
識

の
種
類
の
見
分
け
方
、「
念
写
」写
真
・

「
オ
ー
ブ
」
画
像
等
の
分
析
・
検
証
、

意
識
純
化
・
宇
宙
意
識
へ
の
目
覚
め
、

地
震
予
知
、
数
秘
術
・
秘
数
の
科
学
性

の
研
究
、
フ
リ
ー
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
装
置

の
研
究
、
過
去
世
・
霊
性
・
霊
能
の
研

究
、
食
と
サ
イ
能
力
の
関
係
の
研
究

5
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４
．
講
演
会
等
の
開
催

「
念
写
実
験
」
等
の
テ
ー
マ
で
５
月

に
実
験
会
を
開
催
す
る

５
．
会
推
進
ス
タ
ッ
フ
の
充
実
、
本
部

会
員
・
会
員
の
勧
誘

６
．「
岡
田
文
庫
」（
福
来
心
理
学
研
究

所
と
の
共
同
事
業
）
及
び
ビ
デ
オ
資
料

等
の
閲
覧
サ
ー
ビ
ス
・
管
理

中
部
日
本
サ
イ
科
学
会

　
　
　
　
　

会
長　

眞
野 

博
英

◎
２
０
２
２
年
度
事
業
報
告

コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
、
研
究
集
会
は
未

開
催
で
す
。

◎
２
０
２
３
年
度
事
業
計
画

９
月
と
３
月
に
研
究
集
会
を
予
定
し

て
お
り
ま
す
。

北
陸
日
本
サ
イ
科
学
会

　
　
　
　
　

会
長　

佐
藤　

禎
花

◎
令
和
４
年
度（
２
０
２
２
）事
業
報
告

令
和
４
年

４
月
24
日（
日
）デ
ィ
ズ
ニ
ー
映
画

　
『
リ
メ
ン
バ
ー
・
ミ
ー
』よ
り

５
月
29
日（
日
） 『
脳
科
学
と
瞑
想
』

※
自
分
の
名
前
に
「
あ
り
が
と
う
」
を

唱
え
る
と
、
自
分
の
こ
と
が
好
き
に

な
り
、
思
い
や
り
の
気
持
ち
も
湧
い

て
く
る
。
そ
し
て
心
が
素
直
に
な
っ

て
き
て
体
の
声
が
聞
こ
え
て
く
る
よ

う
に
な
り
、
健
康
に
な
る
。

９
月
25
日
（
日
）
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ヒ
ュ
ー
マ
ニ

エ
ン
ス
よ
り
『
潜
在
能
力
』

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
講
師
の
お
招
き
が

難
し
い
為
、
佐
藤
会
長
が
講
師
と
し
て

Ｄ
Ｖ
Ｄ
映
像
を
用
い
て
少
人
数
で
実
施
。

令
和
５
年

１
月
29
日
（
日
） 『
氣
の
身
体
、
ツ
ボ　

へ
の
セ
ラ
ピ
ー
、
生
命
共
感
』

◎
令
和
５
年
度（
２
０
２
３
）事
業
計
画

コ
ロ
ナ
禍
の
緩
和
に
よ
り
講
師
を
お

招
き
し
て
の
会
合
を
計
画
中
。

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

　
　
　
　
　

会
長　

橋
本　

和
哉

◎
２
０
２
２
年
度
事
業
報
告（
敬
称
略
）

令
和
４
年

４
月
16
日　

岩
熊 

裕
明
「
人
生
の
大

転
換
を
画
し
た
竹
炭
の
効
用
」

５
月
14
日　

山
中 

雅
志
「
見
え
な
い　
　

世
界
の
リ
ア
ル
～
能
表
現
と
サ
イ
科　

学
の
接
点
を
探
る
～
」

７
月
16
日　

河
野 

正
孝
「
人
類
史
と　
　

見
え
な
い
『
音
』
の
世
界
」 

～
調
性
、　

周
波
数
・
・
音
の
あ
れ
こ
れ
～
」

９
月
17
日　

徳
授
院 

愛
「
宇
宙
人
と

の
遭
遇
」

11
月
19
日　

橋
本 

和
哉
「
憑
依
診
療

の
進
歩
～
死
霊
、
生
霊
、
妖
怪
、
宇

宙
霊
～
」

12
月
10
日　

竹
田
稔
幸 

／ 

水
口
清
一 　

「
ど
う
な
る
２
０
２
３
年
と
近
未
来　

の
日
本
」

令
和
５
年

４
月
15
日　

和
田
高
幸
／
橋
本
和
哉

　
「
土
地
、
家
屋
の
相
談
講
座
」

５
月
14
日　

松
本
真
弘「
頭
蓋
骨
発
声
」

の
可
能
性

◎
２
０
２
３
年
度
事
業
報
告
と
計
画

２
０
２
３
年
４
月
か
ら
関
西
日
本
サ

イ
科
学
会
会
長
を
和
田
高
幸
か
ら
橋
本

和
哉
に
引
き
継
ぎ
ま
し
た
。
そ
れ
に
伴

い
関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
事
務
局
を
医

療
法
人
春
鳳
会
は
し
も
と
内
科
外
科
ク

リ
ニ
ッ
ク
に
移
し
ま
し
た
。
そ
こ
を
拠

点
に
情
報
発
信
、
講
座
を
開
催
し
て
い

き
ま
す
。

講
座
は
研
究
集
会
と
分
科
会
と
し
て

開
催
し
ま
す
。
講
座
以
外
の
催
し
も
検

討
中
で
す
。
例
え
ば
喫
茶
形
式
の
雑
談

会
な
ど
も
開
催
で
き
れ
ば
良
い
か
な
と

考
え
て
い
ま
す
。

講
座
の
告
知
は
本
部
の
Ｈ
Ｐ
、
ジ
ャ

ー
ナ
ル
以
外
に
関
西
サ
イ
科
学
会
ブ
ロ

グ
、
メ
ル
マ
ガ
で
行
い
ま
す
。
講
座
で

は
対
面
に
加
え
て
z
o
o
m
で
の
動

画
配
信
も
行
い
、
動
画
は
後
日
に
も
で

き
る
だ
け
見
ら
れ
る
様
に
い
た
し
ま

す
。
そ
れ
に
よ
り
遠
方
の
方
に
も

z
o
o
m
参
加
可
能
と
な
り
、
よ
り

広
い
範
囲
に
講
座
内
容
を
拡
散
で
き
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

九
州
日
本
サ
イ
科
学
会

　
　
　
　
　

会
長　

伽
羅

◎
令
和
４
年
度
事
業
報
告

コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
、
研
究
集
会
は
未

開
催
で
す
。

◎
令
和
５
年
度
事
業
計
画

８
月
に
本
部
の
瀬
尾
泰
範
理
事
の
講

演
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

令
和
５
年
度
日
本
サ
イ
科
学
会
役
員

構
成（
＊
印
は
新
任
ま
た
は
改
選
）

名
誉
会
員　

品
川 

次
郎

特
別
会
員　

ト
レ
イ
シ
ー
・
ア
ッ
シ
ュ

　
　
　
　
　
（T

racey A
sh

）

名
誉
会
長　

佐
々
木 

茂
美

6
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会
長　
　
　

浪
平 

博
人

理
事
長　
　

小
林 

信
正

副
理
事
長　

石
川 

允
朗

顧
問　
　
　

品
川 

次
郎

広
報
部
長　

阿
久
津 

淳
＊

事
務
局
長　

瀬
尾 
泰
範
＊

地
方
会
長
兼
理
事

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
名
誉
会
長

　

河
野 

明
夫

東
北
日
本
サ
イ
科
学
会
会
長

　

佐
佐
木 

康
二

中
部
日
本
サ
イ
科
学
会
会
長

　

眞
野 

博
英

北
陸
日
本
サ
イ
科
学
会
会
長

　

佐
藤 

禎
花

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
会
長

　

橋
本 

和
哉

九
州
日
本
サ
イ
科
学
会
会
長

　

伽
羅

理
事（
常
任
理
事
を
含
む
）

小
牧 

昭
一
郎
、
志
賀 

一
雅
＊
、

徳
永 

康
夫
＊
、
中
島 

敏
樹
＊
、

鯰
江 

勇
＊
、
伏
見 

真
光
＊
、

苗 

鉄
軍
＊
、
森
安 

政
仁
、

和
田 

高
幸
＊

幹
事  

小
澤 

佳
彦

監
事　

齋
藤 

太
嘉
志
＊

評
議
員

占
部 

浩
一
、
瓜
生 

昌
代
司
＊
、

鴨
川 

裕
司
＊
、
川
村 

隆
夫
＊
、

小
林 

隆
文
＊
、
佐
藤 

ひ
ろ
子
＊
、

谷
口 

五
月
＊
、
飛
田 

洋
子
、

三
浦 

良
江
＊

［
令
和
４
年
度
決
算
報
告
］

［
令
和
５
年
度
予
算
］

◎
基
幹
論
文
賞
表
彰

今
年
度
は
該
当
者
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◎
功
労
賞
表
彰

今
年
度
は
該
当
者
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◆　
　
　
　
　

◆

令
和
４
年
９
月
本
部
例
会
報
告
Ⅰ

こ
の
世
の
人
生
で
活
躍
、
満
足

す
る
方
法
と
は
？

　
　
　

講
師　

飛
沢 

誠
一 

氏

今
回
こ
の
お
話
と
い
う
の
は
ほ
ぼ
初

公
開
で
、
私
も
い
ろ
い
ろ
憑
依
を
取
っ

た
り
、
ア
カ
シ
ッ
ク
レ
コ
ー
ド
、
人
の

過
去
世
を
見
た
り
で
す
ね
、
い
ろ
い
ろ

や
っ
て
る
ん
で
す
け
ど
も
一
番
の
目
標

は
「
そ
の
人
が
い
か
に
人
生
活
躍
で
き

か
、
ど
う
し
た
ら
活
躍
で
き
る
か
」
と

い
う
こ
と
で
し
て
、
そ
れ
に
つ
い
て
あ

る
程
度
結
果
が
出
て
き
た
よ
う
で
す
の

で
、
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

初
め
に
で
す
ね
、
日
本
社
会
の
レ
ベ

ル
低
下
に
つ
い
て
ち
ょ
っ
と
触
れ
さ
せ

て
い
た
だ
き
た
い
。
す
な
わ
ち
昔
企
業

一
流
っ
て
言
わ
れ
て
た
ん
で
す
よ
ね
。

と
こ
ろ
が
最
近
は
か
な
り
低
下
し
て
、

平
成
元
年
に
世
界
で
企
業
価
値
ト
ッ
プ

10
に
６
社
あ
っ
た
日
本
企
業
は
現
在
０

社
に
な
り
ま
し
た
。

今
40
位
に
ト
ヨ
タ
が
い
る
だ
け
で
、

世
界
の
株
式
時
価
総
額
ト
ッ
プ
50
に
１

社
し
か
い
な
い
ん
で
す
ね
。

政
治
二
流
と
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

さ
ら
に
低
下
し
て
る
感
じ
で
す
ね
。

相
変
わ
ら
ず
自
殺
者
が
ト
ッ
プ
ク
ラ

ス
で
、
先
進
国
で
成
人
一
万
人
あ
た
り

の
自
殺
者
の
数
は
も
う
ぶ
っ
ち
ぎ
り
で

ト
ッ
プ
で
す
。

た
だ
日
本
よ
り
上
な
の
が
韓
国
で
、

デ
ー
タ
を
見
る
と
成
人
一
万
人
あ
た
り

で
い
う
と
、
韓
国
が
今
一
番
自
殺
者
が

多
い
ん
で
す
ね
。

7

項目 予算 項目 決算 項目 予算 決算 項目 金額 項目 金額
会費 1,100,000 会費（正） 930,000 ジャーナル発行 500,000 488,070 会費 1,100,000 ジャーナル発行 420,000
例会 300,000 会費（学生） 114,000 会誌発行 250,000 286,000 例会 300,000 会誌発行 230,000
寄付 500,000 会費（準） 115,000 人件費 1,000,000 1,100,000 寄付 500,000 人件費 1,000,000
本・他 30,000 会費（維持） 40,000 例会会場費 150,000 179,995 本・他 30,000 例会会場費 150,000
繰越金 698,406 会費（賛助） 0 講師謝礼 100,000 141,000 繰越金 696,569 講師謝礼 100,000
合計 2,628,406 入会費 18,000 事務用品 100,000 50,430 合計 2,626,569 事務用品 100,000

例会収入 410,000 郵送・配送料 30,000 40,624 郵送・配送料 30,000
本会寄付 999,760 通信費 40,000 38,317 通信費 40,000
本・他 16,940 会議・打合せ 50,000 56,683 会議・打合せ 50,000
前年度繰越金 698,406 交通費 10,000 0 交通費 10,000
合計 3,342,106 事務所維持費 150,000 174,702 事務所維持費 150,000

郵便・銀行振込料 10,000 5,280 郵便・銀行振込料 10,000
予備（予稿集印刷代） 100,000 84,436 予備 100,000
来期繰越金 138,406 696,569 来期繰越金 236,569
合計 2,628,406 3,342,106 合計 2,626,569

収入 支出 収入 支出
項目 予算 項目 決算 項目 予算 決算 項目 金額 項目 金額

会費 1,100,000 会費（正） 930,000 ジャーナル発行 500,000 488,070 会費 1,100,000 ジャーナル発行 420,000
例会 300,000 会費（学生） 114,000 会誌発行 250,000 286,000 例会 300,000 会誌発行 230,000
寄付 500,000 会費（準） 115,000 人件費 1,000,000 1,100,000 寄付 500,000 人件費 1,000,000
本・他 30,000 会費（維持） 40,000 例会会場費 150,000 179,995 本・他 30,000 例会会場費 150,000
繰越金 698,406 会費（賛助） 0 講師謝礼 100,000 141,000 繰越金 696,569 講師謝礼 100,000
合計 2,628,406 入会費 18,000 事務用品 100,000 50,430 合計 2,626,569 事務用品 100,000

例会収入 410,000 郵送・配送料 30,000 40,624 郵送・配送料 30,000
本会寄付 999,760 通信費 40,000 38,317 通信費 40,000
本・他 16,940 会議・打合せ 50,000 56,683 会議・打合せ 50,000
前年度繰越金 698,406 交通費 10,000 0 交通費 10,000
合計 3,342,106 事務所維持費 150,000 174,702 事務所維持費 150,000

郵便・銀行振込料 10,000 5,280 郵便・銀行振込料 10,000
予備（予稿集印刷代） 100,000 84,436 予備 100,000
来期繰越金 138,406 696,569 来期繰越金 236,569
合計 2,628,406 3,342,106 合計 2,626,569

収入 支出 収入 支出

項目 予算 項目 決算 項目 予算 決算 項目 金額 項目 金額
会費 1,100,000 会費（正） 930,000 ジャーナル発行 500,000 488,070 会費 1,100,000 ジャーナル発行 420,000
例会 300,000 会費（学生） 114,000 会誌発行 250,000 286,000 例会 300,000 会誌発行 230,000
寄付 500,000 会費（準） 115,000 人件費 1,000,000 1,100,000 寄付 500,000 人件費 1,000,000
本・他 30,000 会費（維持） 40,000 例会会場費 150,000 179,995 本・他 30,000 例会会場費 150,000
繰越金 698,406 会費（賛助） 0 講師謝礼 100,000 141,000 繰越金 696,569 講師謝礼 100,000
合計 2,628,406 入会費 18,000 事務用品 100,000 50,430 合計 2,626,569 事務用品 100,000

例会収入 410,000 郵送・配送料 30,000 40,624 郵送・配送料 30,000
本会寄付 999,760 通信費 40,000 38,317 通信費 40,000
本・他 16,940 会議・打合せ 50,000 56,683 会議・打合せ 50,000
前年度繰越金 698,406 交通費 10,000 0 交通費 10,000
合計 3,342,106 事務所維持費 150,000 174,702 事務所維持費 150,000

郵便・銀行振込料 10,000 5,280 郵便・銀行振込料 10,000
予備（予稿集印刷代） 100,000 84,436 予備 100,000
来期繰越金 138,406 696,569 来期繰越金 236,569
合計 2,628,406 3,342,106 合計 2,626,569

収入 支出 収入 支出
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あ
と
で
す
ね
、
や
は
り
日
本
包
囲
網

が
強
い
ん
で
す
よ
ね
。
結
構
日
本
い
じ

め
が
す
ご
く
強
く
て
で
す
ね
。
世
界
的

に
日
本
だ
け
は
な
ん
と
か
潰
し
た
い
と

い
う
感
覚
が
他
の
国
に
あ
る
よ
う
で
す
。

戦
後
、
日
本
の
骨
の
あ
る
考
え
方
が

制
度
を
随
分
補
正
さ
れ
て
ア
メ
リ
カ
ナ

イ
ズ
さ
れ
て
し
ま
っ
た
、
と
い
う
こ
と

で
す
。

と
い
う
こ
と
で
、
私
の
ゴ
ー
ル
と
し

ま
し
て
は
こ
の
日
本
社
会
を
も
っ
と
元

気
に
し
た
い
っ
て
い
う
の
が
一
番
の
目

標
で
ご
ざ
い
ま
す
。

一
応
も
う
一
つ
企
業
時
代
の
経
験
に

つ
い
て
少
し
言
わ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
１
９
８
１
年
私
が
小
西
六
写
真
工

業
、
今
の
コ
ニ
カ
ミ
ノ
ル
タ
に
入
社
し

ま
し
て
、
す
ぐ
に
シ
リ
コ
ン
パ
レ
ー
の

ア
メ
リ
カ
の
会
社
に
移
っ
て
、
今
で
い

う
サ
ッ
カ
ー
の
レ
ン
タ
ル
移
籍
み
た
い

な
形
で
、
結
局
１
年
研
究
開
発
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

ち
ょ
う
ど
ビ
ル
・
ゲ
イ
ツ
が
出
た
と

き
で
、
ビ
ル
・
ゲ
イ
ツ
の
こ
と
を
誰
も

知
ら
な
い
け
れ
ど
、
シ
リ
コ
ン
パ
レ
ー

で
は
有
名
だ
っ
た
ん
で
す
。
僕
は
こ
の

時
が
一
番
衝
撃
で
す
か
ね
。

ア
メ
リ
カ
に
勤
め
て
た
と
き
に
私
は

24
歳
で
す
け
ど
、
大
体
25
、
26
歳
か
ら

30
歳
く
ら
い
の
研
究
者
が
み
ん
な
金
曜

の
夜
に
な
る
と
よ
く
集
ま
っ
て
、
誰
か

の
家
に
行
っ
て
ビ
ー
ル
と
か
ワ
イ
ン
を

飲
み
な
が
ら
、
将
来
の
夢
を
み
ん
な
語

る
ん
で
す
よ
。

「
君
の
夢
は
？
」
て
聞
く
と
、
み
ん

な
起
業
な
ん
で
す
。
会
社
に
勤
め
る
の

は
も
う
あ
と
５
年
と
か
ね
。

僕
も
聞
か
れ
る
ん
で
す
よ
、「
ミ
ス

タ
ー
・
ト
ビ
は
ど
う
？
」っ
て
。

「
い
や
、
考
え
て
な
い
。」
と
答
え
る

と
「
う
そ
、unbelievable!

」「
考
え
て

な
い
の
？
ず
っ
と
こ
ん
だ
け
の
お
金
で

い
る
つ
も
り
な
の
？
」

「
い
や
、
そ
れ
も
考
え
て
な
い
」
と

答
え
る
と
、「
信
じ
ら
れ
な
い
。
な
ぜ

自
分
の
未
来
を
設
計
し
な
い
の
？
」
っ

て
言
わ
れ
ま
し
て
、
す
ご
く
シ
ョ
ッ
ク

を
受
け
ま
し
た
ね
。
こ
れ
で
や
っ
ぱ
り

人
生
が
す
ご
く
変
わ
り
ま
し
た
ね
。

そ
の
時
一
緒
に
研
究
を
や
っ
て
る
男

性
が
い
た
ん
で
す
け
ど
、
彼
は
月
曜
に

な
る
と
眠
そ
う
な
ん
で
す
よ
。

「
ど
う
し
た
の
？
」と
聞
く
と

「
こ
れ
は
言
う
な
よ
！
い
や
、
土
日

に
実
は
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
会
社
を
や
っ

て
ん
だ
よ
。
う
ま
く
い
っ
た
ら
そ
っ
ち

に
乗
り
換
え
る
ん
だ
」
っ
て
言
っ
て
ま

し
た
。

そ
の
時
１
９
８
１
年
に
「
ジ
ャ
パ

ン
・
ア
ズ
・
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
」
と
い
う

本
も
出
て
、
日
本
は
も
う
ア
メ
リ
カ
に

学
ぶ
も
の
は
な
い
っ
て
言
っ
て
た
ん
で

す
け
れ
ど
、
僕
は
も
う
こ
の
シ
リ
コ
ン

バ
レ
ー
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
負
け
て
ね
、

絶
対
こ
れ
ア
メ
リ
カ
は
そ
の
う
ち
、
日

本
を
テ
イ
ク
オ
ー
バ
ー
す
る
だ
ろ
う
と

思
い
ま
し
た
。
な
ぜ
な
ら
ば
み
ん
な
の

熱
い
気
持
ち
が
も
の
す
ご
い
。

で
、
い
つ
も
ね
、
み
ん
な
言
う
ん
で

す
よ
。
中
国
の
留
学
生
も
み
ん
な
言
う

ん
で
す
。

「
ミ
ス
タ
ー
・
ト
ビ
、
君
は
日
本
の

国
を
ど
う
し
た
い
の
？
」

「
え
～
、
考
え
て
な
い
」
と
答
え
る

と
、「
考
え
て
な
い
？
？
」
と
び
っ
く

り
さ
れ
ま
し
た
。

中
国
人
も
み
ん
な
言
う
ん
で
す
よ
。

「
中
国
を
Ｉ
Ｔ
ハ
イ
テ
ク
の
最
高
の

国
に
す
る
。
だ
か
ら
僕
は
ア
メ
リ
カ
で

勉
強
し
て
る
」と
か
ね
。

す
ご
い
で
す
ね
。
と
い
う
こ
と
で
、

こ
れ
が
衝
撃
で
し
た
。

当
時
私
は
磁
気
記
録
媒
体
の
開
発
は
、

成
功
か
ら
挫
折
を
結
構
経
験
し
ま
し
て
、

あ
と
、
感
光
材
料
の
開
発
も
大
体
成
功

と
挫
折
の
両
方
全
部
経
験
し
ま
し
た
。

そ
の
後
は
生
産
技
術
研
究
所
の
所
長

と
し
て
新
規
事
業
開
発
提
案
時
期
が
あ

り
ま
し
た
。

塗
布
型
の
有
機
Ｅ
Ｌ
発
光
材
料
の
提

案
と
い
う
こ
と
で
、
こ
れ
は
ま
あ
評
判

が
良
く
て
、
途
中
ま
で
Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
と
か

経
産
省
の
お
金
を
取
っ
て
、
曲
が
る
フ

レ
キ
シ
ブ
ル
の
有
機
Ｅ
Ｌ
の
照
明
を
作

っ
た
ん
で
す
よ
ね
。

ま
あ
か
な
り
開
発
は
成
功
し
て
、
応

用
物
理
学
会
で
も
発
表
し
ま
し
た
け
れ

ど
、
実
際
は
物
が
出
な
い
。
な
ぜ
か
と

い
う
と
、
無
機
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
が
ど
ん
ど
ん

安
く
な
っ
て
し
ま
っ
て
、
有
機
Ｅ
Ｌ
の

照
明
も
苦
し
く
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で

す
。私

自
身
は
企
業
化
精
神
へ
の
憧
れ
と

実
践
か
ら
、
成
功
と
失
敗
に
強
い
興
味

を
持
っ
た
と
い
う
こ
と
が
企
業
時
代
の

8
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経
験
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。

と
い
う
こ
と
で
、
自
己
紹
介
で
す
が

今
65
歳
で
し
て
、
コ
ニ
カ
ミ
ノ
ル
タ
で

31
年
間
ず
っ
と
研
究
開
発
を
や
っ
て
お

り
ま
し
た
が
、
実
は
21
年
く
ら
い
前
に

結
構
霊
体
が
見
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
あ
と
、
憑
依
さ
れ
て
る
人
は
、
見

る
と
す
ぐ
わ
か
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

お
化
け
も
す
ご
く
よ
く
見
え
る
時
が

あ
り
ま
し
て
、
よ
く
話
し
た
り
し
て
ま

し
た
。
座
っ
て
る
お
化
け
に

「
ど
う
し
た
の
？
」と
聞
く
と
、

「
死
ん
じ
ゃ
っ
た
ん
だ
よ
。
死
ん
じ

ゃ
っ
た
み
た
い
な
ん
だ
け
ど
、
ど
う
し

て
君
が
話
せ
る
の
？
」
っ
て
聞
く
の

で
、「
い
や
見
え
る
か
ら
」
と
言
う
話

を
し
て
ま
し
た
ね
。

会
社
に
勤
務
し
な
が
ら
開
発
を
や
っ

て
た
ん
で
す
け
ど
、
土
地
と
か
建
物
と

か
人
と
か
を
浄
化
し
て
て
、
会
社
で
は

自
分
の
部
下
な
ん
か
を
ず
い
ぶ
ん
浄
化

し
て
た
の
で
す
が
、
部
下
は
そ
の
こ
と

を
結
構
知
っ
て
ま
す
。
こ
う
い
う
仕
事

と
し
て
も
ね
。
や
っ
ぱ
り
そ
う
な
ん
だ

ろ
う
な
っ
て
い
う
こ
と
で
、Facebook

で
も
応
援
し
て
も
ら
っ
て
ま
す
け
れ
ど
、

私
の
上
司
も
み
ん
な
び
っ
く
り
し
て
ま

す
ね
。

と
い
う
こ
と
で
10
年
前
に
会
社
を
55

歳
で
早
期
退
職
し
ま
し
て
、
今
は
高
次

元
レ
イ
キ
気
功
と
い
う
療
法
で
会
社
を

つ
く
っ
て
「
開
発
し
た
」
っ
て
こ
と
に

な
っ
て
ま
す
け
れ
ど
、
実
際
は
臼
井
甕

男
（
う
す
い
み
か
お
）
先
生
が
降
り
て

き
て
、
全
部
教
え
て
く
れ
た
の
で
、
そ

れ
を
全
部
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
に
合
わ
せ
て

つ
く
っ
た
の
が
高
次
元
レ
イ
キ
と
い
う

技
術
で
す
。

今
日
は
そ
の
話
は
あ
ま
り
し
な
く
て
、

こ
れ
か
ら
人
生
を
成
功
さ
せ
て
社
会
を

良
く
す
る
た
め
に
は
、
み
ん
な
活
性
化

し
な
い
と
い
け
な
い
の
で
す
が
、
ど
う
い

う
と
こ
ろ
が
大
事
か
と
い
う
こ
と
で
す
。

仕
事
に
お
け
る
成
功
の
方
程
式
で
す

が
、
お
亡
く
な
り
に
な
り
ま
し
た
稲
盛

和
夫
氏
も
よ
く
言
っ
て
る
こ
と
で
す
。

仕
事
の
成
功
と
い
う
の
は
考
え
方
×

情
熱
×
能
力
が
必
要
と
言
っ
て
で
す
ね
。

皆
さ
ん
我
々
社
員
を
お
尻
を
引
っ
ぱ

た
い
て
、
と
に
か
く
仕
事
を
成
功
す
る

に
は
、
考
え
方
と
情
熱
と
能
力
だ
か

ら
、
ま
あ
、
能
力
ア
ッ
プ
、
情
熱
ア
ッ

プ
、
あ
と
、
考
え
方
を
正
し
い
考
え
方

に
し
な
さ
い
、
と
い
う
こ
と
で
だ
い
ぶ

お
尻
を
引
っ
ぱ
た
か
れ
ま
し
た
。

実
際
こ
れ
は
合
っ
て
る
感
じ
は
し
ま

す
。
私
も
コ
ニ
カ
ミ
ノ
ル
タ
で
若
手
の

技
術
者
を
集
め
て
、
こ
の
情
熱
と
能

力
、
考
え
方
、
こ
こ
を
徹
底
的
に
鍛
え

る
と
い
う
委
員
会
を
作
り
ま
し
て
、
か

な
り
有
名
な
研
究
者
呼
ん
で
話
し
て
も

ら
っ
た
り
し
て
お
り
ま
し
た
。

こ
れ
が
仕
事
の
成
功
の
方
程
式
で
す

が
、
さ
あ
人
生
は
ど
う
な
の
？
と
い
う

こ
と
を
考
え
ま
し
た
。
こ
の
世
に
は
不

幸
だ
と
思
い
辛
い
人
生
を
送
っ
て
い
る

人
が
す
ご
く
多
い
ん
で
す
。
特
に
日
本

人
は
そ
ん
な
感
じ
が
も
の
す
ご
く
し
ま

す
。う

ち
に
来
る
方
は
憑
依
が
強
く
て
、

病
気
も
ひ
ど
く
て
、
全
然
つ
い
て
な
い

感
じ
の
人
が
多
い
ん
で
す
け
れ
ど
、

時
々
す
ご
い
活
躍
し
て
る
人
が
来
る
ん

で
す
ね
。
も
う
総
資
産
が
何
千
億
円
あ

る
方
と
何
回
か
お
会
い
し
ま
し
た
。
誰

で
も
知
っ
て
い
る
女
優
さ
ん
も
で
す

が
、
な
ぜ
私
に
聞
き
に
来
る
か
と
い
う

と
、
な
ぜ
自
分
が
こ
ん
な
に
上
手
く
い

っ
て
い
る
の
か
わ
か
ら
な
い
か
ら
教
え

て
く
れ
、
自
分
で
も
た
い
し
て
努
力
し

て
な
い
の
に
理
由
が
分
か
ら
な
い
と
。

実
際
は
比
較
の
問
題
な
ん
で
す
が
、

イ
チ
ロ
ー
に
努
力
し
て
ま
す
か
っ
て
聞

い
た
ら
「
全
然
」
っ
て
答
え
ま
す
か
ら
。

あ
れ
だ
け
努
力
し
て
い
て
。

イ
チ
ロ
ー
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
聞
い

9
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て
、
も
う
び
っ
く
り
し
ま
す
よ
ね
。　

イ
チ
ロ
ー
が
４
割
打
っ
た
時
に
今
で
も

忘
れ
ら
れ
な
い
で
す
よ
ね
。

「
イ
チ
ロ
ー
さ
ん
、
４
割
す
ご
い
で

す
ね
。」

「
全
然
ダ
メ
で
す
よ
。
６
割
失
敗
し

て
る
ん
で
す
か
ら
。」

彼
の
ゴ
ー
ル
は
10
割
な
ん
で
す
よ
。

だ
か
ら
個
人
の
判
断
っ
て
す
べ
て
個

人
が
決
め
る
こ
と
だ
か
ら
、
全
然
分
か

ら
な
い
で
す
ね
。

ま
あ
、
こ
う
い
う
人
も
い
て
、
ま
た

辛
い
人
生
を
送
っ
て
い
る
人
も
多
い
で

す
ね
。
こ
の
二
つ
の
人
生
の
差
は
ど
こ

に
あ
る
の
か
？

い
ろ
ん
な
方
の
人
生
を
霊
的
に
調
べ

た
ら
そ
の
原
因
が
あ
る
程
度
判
っ
た
と

い
う
こ
と
で
、
こ
れ
か
ら
お
話
し
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

一
般
的
な
人
生
に
つ
い
て
の
考
え
方

で
、
な
ぜ
人
生
が
う
ま
く
い
か
な
い
の

で
す
か
と
質
問
す
る
と
、
ま
あ
唯
物
論

の
人
は
、
大
体「
運
が
な
い
か
ら
」と
答

え
ま
す
ね
。
う
ま
く
い
っ
て
な
い
人
に

聞
く
と「
他
人
が
悪
い
と
か
、
会
社
が

悪
い
と
か
、
社
会
が
悪
い
と
か
、
法
律

が
悪
い
」と
言
う
人
が
多
い
で
す
ね
。

あ
と
自
分
の
努
力
が
足
り
な
い
か
ら

と
い
う
意
見
も
あ
る
け
ど
、
最
初
は
絶

対
「
運
が
な
い
か
ら
」
と
言
う
人
が
多

い
で
す
。
本
当
に
運
が
な
い
ん
で
し
ょ

う
か
？

あ
と
で
す
ね
、
う
ち
の
会
社
に
来
る

お
客
様
は
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
の
グ
ル
ー

プ
が
多
い
ん
で
す
よ
。
や
っ
ぱ
り
も
う

ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
が
好
き
で
、
一
生
懸

命
調
べ
て
い
ろ
ん
な
本
を
読
ん
で
ね
、

い
ろ
い
ろ
間
違
っ
た
情
報
を
い
っ
ぱ
い

頭
に
入
れ
て
る
ん
で
す
け
ど
、
大
体
こ

う
い
う
ん
で
す
よ
。

「
過
去
世
で
悪
い
こ
と
を
相
当
し
た
ん

だ
と
思
い
ま
す
。
だ
か
ら
私
こ
の
人
生

が
悪
い
ん
だ
と
思
い
ま
す
。」
あ
と
で
す

ね「
占
い
通
り
に
し
な
か
っ
た
か
ら
」っ

て
い
う
人
も
い
る
ん
で
す
よ
ね
。

特
に
こ
れ
あ
ん
ま
り
批
判
す
る
と
あ

れ
な
ん
で
す
け
ど
、
九
星
気
学
が
お
好

き
な
方
は
、「
吉
方
取
り
が
で
き
な
か
っ

た
と
思
い
ま
す
。」
と
答
え
ら
れ
ま
す
。

吉
方
取
り
っ
て
あ
る
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。

あ
れ
は
、
あ
の
通
り
に
動
く
の
は
す
ご

く
難
し
い
ん
で
す
よ
。
吉
方
取
り
で
引

っ
越
す
と
か
す
る
と
、
仕
事
の
都
合
と

か
子
供
が
熱
を
出
し
ち
ゃ
っ
た
り
で
、

日
に
ち
が
ず
れ
ち
ゃ
う
と
、
そ
れ
は
ダ

メ
だ
と
い
う
こ
と
に
な
っ
ち
ゃ
う
ん
で

す
ね
。「
占
い
通
り
に
し
な
か
っ
た
か

ら
」
っ
て
本
当
に
そ
う
な
の
？
っ
て
思

い
ま
し
た
け
ど
ね
。

あ
と
で
す
ね
、「
も
っ
と
ス
ピ
リ
チ

ュ
ア
ル
を
貫
け
な
か
っ
た
か
ら
」
っ
て

い
う
風
に
言
う
人
が
い
る
ん
で
す
け

ど
、
こ
れ
は
逆
だ
と
思
い
ま
す
け
ど

ね
。
聞
い
て
る
と
、
も
っ
と
現
実
の
や

っ
ぱ
り
技
能
が
な
い
か
ら
仕
事
が
で
き

な
く
て
給
料
が
上
が
ら
な
い
と
か
、
会

社
を
首
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
っ
て
い
う

方
も
結
構
い
ま
す
。

こ
の
二
つ
の
グ
ル
ー
プ
が
や
っ
ぱ
り

言
う
こ
と
違
う
ん
で
す
。

ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
グ
ル
ー
プ
の
一
番

気
に
な
っ
て
い
る
の
は
こ
こ
で
す
よ
ね
。

◆　
　
　
　
　

◆

第
四
七
五
回
関
西
日
本
サ
イ

科
学
会
研
究
集
会
報
告

「
ラ
イ
ト
ワ
ー
カ
ー
杉
本
光
生

氏
に
よ
る
宇
宙
の
お
話
と
願
望

実
現
・
ヒ
ー
リ
ン
グ
」講
座

　
　
　

講
師　

杉
本 

光
生 

氏

開
催
日　

令
和
５
年
９
月
30
日（
土
）

会
場　

は
し
も
と
内
科
外
科
ク
リ
ニ
ッ

ク
２
階

杉
本
光
生
氏
は
物
理
学
科
を
大
学
で

修
め
会
社
員
を
し
て
い
た
１
９
９
９
年

７
月
、
あ
る
夢
を
見
た
よ
う
な
状
態
に

な
っ
た
時
、
天
井
に
宇
宙
か
ら
の
高
次

元
存
在
が
や
っ
て
来
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

入
れ
た
よ
う
に
感
じ
て
以
来
、
ヒ
ー
リ

ン
グ
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

杉
本
氏
は
宇
宙
情
報
や
海
外
の
チ
ャ
ネ

リ
ン
グ
情
報
を
翻
訳
し
て
自
身
の
解
釈

を
交
え
な
が
ら
ブ
ロ
グ
、Y

ouT
ube

な
ど
で
発
信
し
て
い
ま
す
。

杉
本
さ
ん
講
座
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は

１
．
宇
宙
銀
河
連
合
等
の
話

２
．
人
へ
の
ヒ
ー
リ
ン
グ
、
マ
イ
ナ
ス

感
情
の
蓄
積
や
ト
ラ
ウ
マ
を
宇
宙
銀　
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河
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
癒
す

３
．
願
望
実
現
を
宇
宙
銀
河
の
エ
ネ
ル　

ギ
ー
で
サ
ポ
ー
ト
す
る
実
習
と
３
部　

構
成
で
行
い
ま
し
た
。

先
ず
は
宇
宙
銀
河
連
合
等
と
地
球
に

つ
い
て
の
お
話
で
す
。

情
報
は
チ
ャ
ネ
リ
ン
グ
な
ど
に
よ
っ

て
得
ら
れ
た
内
容
も
含
み
ま
す
。
杉
本

氏
は
海
外
か
ら
宇
宙
銀
河
や
星
の
情
報

を
探
し
て
来
て
翻
訳
し
独
自
の
解
釈
も

交
え
な
が
ら
紹
介
し
て
い
ま
す
。

レ
プ
テ
ィ
リ
ア
ン
が
銀
河
に
拡
大
し

て
き
た
歴
史
が
あ
り
ま
す
。
ラ
イ
ラ
系

の
地
球
人
の
先
祖
が
そ
れ
に
対
抗
し
ま

し
た
。
そ
う
し
た
銀
河
先
祖
が
ラ
イ
ラ

に
あ
っ
た
の
で
す
が
戦
争
で
崩
壊
へ
。

そ
の
た
め
他
の
星
に
５
０
０
万
年
の
間
、

人
を
送
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し

て
そ
の
最
終
が
地
球
と
な
り
ま
し
た
。

そ
う
し
た
経
緯
で
２
６
０
０
０
年
前
、

光
の
勢
力
と
闇
の
勢
力
は
と
も
に
星
の

地
下
に
潜
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
地

球
で
も
地
底
人
の
伝
説
が
あ
り
ま
す

が
、
そ
の
名
残
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

地
球
歴
史
で
有
名
な
の
は
１
３
０
０
０

年
前
、
ノ
ア
の
方
舟
の
大
洪
水
が
あ
り

ま
し
た
。
多
く
の
生
命
が
絶
え
た
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

月
の
話
で
は
、
地
球
の
衛
星
の
月
は

他
の
星
の
衛
星
に
比
べ
る
と
巨
大
す
ぎ

る
と
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
月
の
裏
側

は
地
球
か
ら
見
え
な
い
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
す
。
だ
か
ら
月
は
人
工
物
で
は
な

い
か
と
思
わ
れ
て
い
ま
す
。
一
説
に
は

月
は
人
工
衛
星
と
し
て
小
熊
座
か
ら
持

っ
て
来
ら
れ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ

し
て
月
か
ら
の
マ
ト
リ
ッ
ク
ス
操
作
で

地
球
人
が
ア
セ
ン
シ
ョ
ン
で
き
な
い
よ

う
に
さ
れ
て
い
て
、
レ
プ
テ
ィ
リ
ア
ン

は
地
球
人
に
は
力
が
な
い
、
と
思
わ
せ

て
お
く
の
が
都
合
が
よ
く
、
Ｄ
Ｎ
Ａ
が

働
く
の
は
２
本
の
ま
ま
に
し
て
お
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

最
近
の
出
来
事
と
し
て
は
、
第
二
次

世
界
大
戦
の
少
し
前
か
ら
Ｕ
Ｆ
Ｏ
の
情

報
を
渡
す
か
わ
り
に
実
験
の
場
を
提
供

す
る
と
言
う
ゼ
ー
タ
レ
ギ
ュ
リ
テ
ィ
星

人
の
申
し
入
れ
を
受
け
入
れ
ま
し
た
。

ア
メ
リ
カ
の
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
大
統
領

は
そ
れ
に
承
諾
し
た
と
の
情
報
が
あ
り

ま
す
。

ア
セ
ン
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
で
す
が
、

銀
河
は
２
６
０
０
０
年
の
周
期
で
回
転

し
て
い
ま
す
。
前
半
の
１
３
０
０
０
年

は
光
の
勢
力
が
優
勢
で
そ
の
周
期
に
地

球
で
フ
ォ
ト
ン
ベ
ル
ト
に
１
回
入
り
ま

す
。後

の
後
半
は
闇
の
勢
力
が
優
勢
と
な

り
地
球
で
同
じ
く
１
回
入
り
ま
す
。
今

回
は
次
の
次
元
に
入
っ
て
き
て
い
ま
す
。

フ
ォ
ト
ン
ベ
ル
ト
が
通
る
時
、
地
球
は

次
元
上
昇
で
き
る
と
も
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
た
だ
、
そ
の
時
、
恐
怖
が
芽
生
え

る
の
で
そ
れ
を
克
服
す
る
必
要
あ
り
ま

す
。
実
は
人
類
は
12
本
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
を
持

っ
て
い
ま
す
が
今
は
２
本
し
か
使
っ
て

い
ま
せ
ん
。
ア
セ
ン
シ
ョ
ン
で
さ
ら
に

多
く
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
が
使
わ
れ
る
こ
と
に
な

り
、
能
力
も
ア
ッ
プ
し
て
い
く
で
し
ょ

う
。今

は
７
次
元
以
上
か
ら
来
た
子
ど
も

た
ち
も
少
な
か
ら
ず
い
ま
す
。
し
か
し

彼
ら
は
自
閉
症
と
な
り
や
す
い
の
で

す
。
高
次
元
で
は
テ
レ
パ
シ
ー
を
使
っ

て
い
た
の
で
喋
る
の
が
苦
手
だ
か
ら
で

も
あ
り
ま
す
。

光
と
闇
の
勢
力
の
お
話
で
す
が
、
闇

の
勢
力
は
恐
怖
を
ベ
ー
ス
に
支
配
し
よ

う
と
し
ま
す
。
彼
ら
は
地
球
人
の
過
去

生
の
記
憶
を
消
し
て
人
生
を
や
り
直
す

シ
ス
テ
ム
を
作
り
ま
し
た
。
こ
の
た
め

地
球
人
の
飛
躍
的
な
進
化
が
止
ま
っ
た

の
で
す
。
闇
の
勢
力
は
恐
怖
の
感
情
を

エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
し
て
い
る
の
で
地
球

人
に
恐
怖
を
植
え
付
け
る
必
要
が
あ
る

の
で
す
。
あ
ら
ゆ
る
情
報
操
作
も
す
る

の
で
最
近
流
行
り
出
し
た
チ
ャ
ッ
ト
Ｇ

Ｐ
Ｔ
な
ど
Ａ
Ｉ
も
危
険
な
要
素
を
含
む

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
た
だ
、
闇
の
体
験

も
銀
河
で
の
成
長
の
た
め
に
は
必
要
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

一
方
、
光
の
連
合
は
ア
ン
ド
ロ
メ

ダ
、
シ
リ
ウ
ス
、
プ
レ
ア
デ
ス
な
ど
に

居
て
、
そ
の
活
動
に
は
愛
が
ベ
ー
ス
に

あ
り
ま
す
。

ガ
イ
ヤ
の
法
則
に
つ
い
て

地
球
は
生
き
て
い
る
と
す
る
考
え
方

で
す
。
地
球
上
で
繁
栄
す
る
中
心
と
な

る
都
市
が
８
０
０
年
ご
と
変
わ
り
、
今

は
ロ
ン
ド
ン
が
地
球
の
中
心
で
す
が
、

次
第
に
日
本
の
明
石
に
移
っ
て
き
て
い

ま
す
。
近
畿
の
都
市
の
ど
こ
が
エ
リ
ア

11



12

か
明
石
以
外
に
い
く
つ
か
紹
介
さ
れ
ま

し
た
。

竹
内
文
書
に
よ
る
と
日
本
の
天
皇
は

世
界
を
統
治
し
て
い
た
。
イ
ラ
ク
の
古

代
王
朝
の
紋
様
は
日
本
の
菊
花
紋
と
似

て
い
る
、
な
ど
日
本
が
か
つ
て
の
世
界

の
中
心
だ
っ
た
痕
跡
も
あ
る
そ
う
で
す
。

古
代
シ
ュ
メ
ー
ル
の
お
話
。

ニ
ビ
ル
は
３
６
０
０
年
に
一
度
地
球

に
接
近
し
ま
す
。
ニ
ビ
ル
の
ア
ヌ
ン
ナ

キ
は
必
要
が
あ
り
地
球
に
金
を
求
め
ま

し
た
。
そ
こ
に
も
光
と
闇
の
勢
力
が
あ

り
、
ア
ヌ
ン
ナ
キ
と
し
て
も
神
と
言
わ

れ
る
エ
ン
ゲ
ル
、
エ
ン
キ
で
す
が
、
彼

ら
は
宇
宙
人
で
あ
り
厳
密
に
は
神
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

杉
本
氏
は
い
ろ
い
ろ
な
ス
ピ
リ
ッ
ト

な
る
存
在
の
時
元
を
ペ
ン
ジ
ュ
ラ
ム
で

検
討
し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
菩
薩
は

11
次
元
、
龍
神
は
10
次
元
、
ア
シ
ュ
タ

ー
ル
は
８
次
元
、
惑
星
意
識
は
７
次
元

な
ど
で
す
。
ち
な
み
に
光
と
闇
の
戦
争

は
６
次
元
以
下
で
起
こ
り
ま
す
。

杉
本
さ
ん
の
宇
宙
人
友
達
も
画
像
で

紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
年
に
一
度
、
時
空

の
窓
か
ら
宇
宙
に
い
る
奥
さ
ん
が
会
い

に
来
る
人
。
そ
の
人
に
よ
る
と
宇
宙
人

や
Ｕ
Ｆ
Ｏ
に
つ
い
て
、
地
球
の
人
が
少

し
ず
つ
慣
れ
る
よ
う
に
情
報
を
小
出
し

に
し
て
い
る
。
彼
は
ア
ン
ド
ロ
メ
ダ
星

人
か
ら
仲
介
者
を
通
じ
て
情
報
を
教
え

て
も
ら
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。
ま
た
、

ソ
ン
ブ
レ
オ
銀
河
の
ア
ー
ン
テ
セ
さ
ん

な
ど
も
紹
介
さ
れ
、
そ
の
人
に
関
連
し

た
Ｕ
Ｆ
Ｏ
の
写
真
も
見
せ
て
貰
い
ま
し

た
。次

は
実
習
で
す
。
人
の
マ
イ
ナ
ス
の

感
情
蓄
積
や
ト
ラ
ウ
マ
の
除
去
に
つ
い

て
の
実
演
を
行
い
ま
し
た
。

杉
本
氏
の
手
法
は
他
で
は
あ
ま
り
お
目

に
か
か
れ
な
い
方
法
で
ヒ
ー
リ
ン
グ
し

た
い
人
の
状
態
を
杉
本
氏
自
身
の
身
体

で
再
現
し
、
そ
の
状
況
を
見
な
が
ら
自

身
の
身
体
の
中
で
ヒ
ー
リ
ン
グ
を
す
る

こ
と
で
相
手
が
癒
さ
れ
ま
す
。
ほ
と
ん

ど
の
ケ
ー
ス
で
１
分
以
内
に
ヒ
ー
リ
ン

グ
は
終
わ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
ヒ
ー
リ
ン
グ
が
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
の
は
、
１
９
９
９
年
天
井

に
高
次
元
存
在
が
来
て
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
受
け
継
い
だ
か
ら
だ
そ
う
で
す
。

そ
の
日
は
玄
関
か
ら
誰
か
入
っ
て
来

た
よ
う
に
思
い
、
お
前
に
は
地
球
を
癒

す
役
目
が
や
れ
る
か
と
聞
か
れ
て
出
来

る
と
杉
本
氏
の
魂
が
答
え
た
よ
う
に
思

っ
た
と
。
イ
エ
ス
キ
リ
ス
ト
か
も
と
い

っ
た
存
在
か
ら
寝
て
い
る
上
か
ら
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
送
ら
れ
た
そ
う
で
す
。

実
習
で
は
参
加
者
か
ら
被
験
者
を
募

り
行
い
ま
し
た
。

40
年
く
ら
い
前
に
い
じ
め
を
受
け
た

ト
ラ
ウ
マ
の
人
や
父
母
か
ら
の
虐
待
な

ど
の
ト
ラ
ウ
マ
の
方
に
モ
デ
ル
と
し
て

前
に
出
て
来
て
貰
い
ま
し
た
。
予
め
そ

の
こ
と
を
思
い
出
し
て
悲
し
み
な
ど
の

感
情
が
動
く
の
を
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
た
。

杉
本
氏
の
ヒ
ー
リ
ン
グ
は
い
ず
れ
の
人

に
も
１
分
程
度
で
終
わ
り
ま
し
た
。
そ

し
て
い
ず
れ
の
人
で
も
ご
く
短
時
間
で

ト
ラ
ウ
マ
の
出
来
事
を
思
い
出
し
て
も

感
情
が
動
く
こ
と
な
く
安
定
し
て
来
ま

し
た
。

参
加
者
の
あ
る
人
は
電
磁
波
過
敏
で

人
生
が
上
手
く
い
か
な
か
っ
た
。
そ
の

ト
ラ
ウ
マ
を
消
し
て
ほ
し
い
と
希
望
が

あ
り
ま
し
た
。
そ
の
方
は
、
た
と
え
ト

ラ
ウ
マ
を
消
し
て
も
電
磁
波
過
敏
の
状

態
を
改
善
さ
せ
な
い
と
ま
た
同
じ
こ
と

の
繰
り
返
し
に
な
る
と
考
え
ら
れ
ま
し

た
。そ

こ
で
電
磁
波
過
敏
を
消
す
必
要
を

橋
本
か
ら
提
案
し
ま
し
た
。
身
体
に
蓄

積
し
て
い
る
有
害
金
属
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
消
す
こ
と
を
杉
本
氏
に
頼
み
ま
し
た
。

杉
本
氏
は
金
属
類
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
消

す
の
は
や
っ
た
こ
と
が
な
い
と
の
こ
と

で
し
た
が
、
橋
本
の
提
言
で
や
っ
て
み

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
身
体
に
蓄
積

し
た
有
害
金
属
に
意
識
を
向
け
て
後
は

杉
本
氏
の
い
つ
も
の
手
法
で
。
１
分
程

度
で
有
害
金
属
の
反
応
は
消
え
ま
し
た
。

モ
デ
ル
に
な
っ
た
人
に
電
磁
波
を
放

っ
て
い
る
携
帯
電
話
を
手
に
持
っ
て
貰

い
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
体
調

不
良
に
な
る
感
じ
は
無
く
な
っ
た
と
言

わ
れ
ま
し
た
。
会
場
は
拍
手
喝
采
で
し

た
。

「
病
ん
だ
相
手
の
情
報
を
自
分
の
身
体

内
で
再
現
し
て
ヒ
ー
リ
ン
グ
し
た
ら
マ

イ
ナ
ス
を
受
け
な
い
で
す
か
？
」

と
杉
本
氏
に
尋
ね
た
と
こ
ろ

「
全
く
受
け
ま
せ
ん
」と

一
般
の
人
が
同
じ
こ
と
を
し
た
ら
か
な

り
の
障
害
を
受
け
る
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
杉
本
氏
は
宇
宙
の
存
在
か
ら
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
貰
っ
て
い
る
の
で
マ
イ
ナ
ス

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
受
け
な
い
の
だ
と
思

わ
れ
ま
す
。

次
は
願
望
実
現
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
入

れ
る
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
す
。
こ
ち
ら
は
杉

本
氏
が
過
去
生
で
は
願
い
星
で
地
球
の

12
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人
の
願
い
を
叶
え
て
い
た
そ
う
で
す
。

そ
う
し
た
仲
間
が
い
て
、
5
名
で
一
つ

の
渦
巻
き
状
の
ユ
ニ
ッ
ト
を
作
っ
て
い

た
と
。
願
望
実
現
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
そ
の

渦
巻
き
ユ
ニ
ッ
ト
か
ら
貰
い
希
望
者
に

入
れ
ま
す
。

こ
ち
ら
も
参
加
者
か
ら
希
望
さ
れ
る

人
を
募
り
ま
し
た
。
会
社
で
の
昇
格
願

望
祈
願
、
進
学
し
て
行
く
、
投
稿
な
ど

が
で
き
る
勇
気
な
ど
の
希
望
を
受
け
、

杉
本
氏
は
願
望
実
現
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
入

れ
て
い
き
ま
し
た
。
こ
ち
ら
は
そ
の
場

で
は
願
望
実
現
で
き
た
か
ど
う
か
は
分

か
ら
な
い
の
で
、
今
後
、
上
手
く
行
く

と
良
い
で
す
ね
、
と
い
う
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

た
だ
、
１
人
だ
け
そ
の
場
で
効
果
を

見
れ
た
人
が
い
ま
し
た
。
神
仏
や
ハ
イ

ヤ
ー
セ
ル
フ
な
ど
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
で
き
る
よ
う
に
と
の
願
望
で
す
。

拝
見
す
る
と
身
体
、
特
に
脳
で
の
マ
イ

ナ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
蓄
積
し
て
い
ま
し

た
。
こ
れ
で
は
神
仏
や
ハ
イ
ヤ
ー
セ
ル

フ
が
い
く
ら
話
し
か
け
て
も
ご
本
人
は

分
か
り
ま
せ
ん
。
杉
本
氏
に
そ
の
マ
イ

ナ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
取
っ
て
貰
う
よ
う

に
依
頼
し
ま
し
た
。
こ
ち
ら
も
１
分
程

度
で
施
術
は
終
わ
り
、
上
手
く
取
れ
て

い
ま
し
た
。
ご
本
人
に
取
れ
た
感
想
を

尋
ね
る
と
ス
ッ
キ
リ
感
が
出
て
き
た
と
。

そ
れ
で
終
わ
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ご

本
人
の
好
き
な
神
様
が
何
か
？
を
尋
ね

た
ら
ギ
リ
シ
ャ
神
、
ア
ポ
ロ
ン
だ
と
。

早
速
、
ア
ポ
ロ
ン
を
呼
ん
で
貰
い
ま
し

た
。
眼
前
に
来
ら
れ
た
よ
う
に
感
じ
ま

し
た
。

「
ど
う
で
す
か
？
ア
ポ
ロ
ン
は
来
ま

し
た
か
？
」
と
尋
ね
る
と
そ
の
方
は
眼

前
に
来
た
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

「
じ
ゃ
あ
、「
お
話
し
さ
せ
て
貰
え
ま

す
か
？
」
と
ア
ポ
ロ
ン
に
尋
ね
て
み
て

く
だ
さ
い
。」
と
伝
え
た
と
こ
ろ
、
驚

い
た
こ
と
に
ア
ポ
ロ
ン
か
ら
Ｏ
Ｋ
の
返

事
が
あ
っ
た
の
が
分
か
る
と
。
そ
の
方

も
嬉
し
そ
う
に
席
に
戻
ら
れ
ま
し
た
。

会
場
か
ら
拍
手
が
あ
り
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
多
数
の
質
疑
応
答
も
あ

り
ま
し
た
。

講
座
後
は
懇
親
会
を
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で
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し
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。
お
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当
を
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３
時
間
ほ
ど
楽
し
い
歓
談
の

ひ
と
時
を
も
ち
ま
し
た
。

◆　
　
　
　
　

◆

惑星と繋がっているのだろうかと思うだけ
で、ロマン噴出だ。参拝後、神社側の喫茶で
アイスクリームを食したが、暑かったのでと
ても美味であった。

次に帰路途中、昼食を兼ねて停車した奈良
県桜井市の長谷寺に、卜部氏と三好が参拝。

本堂に向かう長い登廊には、鉢植えされた
数多くの牡丹の花が、今を盛りにと咲き誇り
見事と言うしかない。創建は奈良時代、8世
紀前半と推定されるが、創建の詳しい時期や
事情は不明とのことだ。寺伝によれば、天武
天皇の朱鳥元年（686年）、僧の道明が初瀬山
の西の丘（現在、本長谷寺が建てられている
場所）に三重塔を建立、続いて神亀4年（727
年）、僧の徳道が聖武天皇の勅命により東の
丘（現在の本堂の地）に本尊十一面観音像を
祀ったという。

長谷寺は、奈良県桜井市初
は せ

瀬にある真言宗
豊山派の総本山の寺院。本尊は十一面観音

（十一面観世音菩薩）。初瀬山の中腹に本堂が
建ち、ここは牡丹の名所であり、4月下旬か
ら5月上旬は150種類以上、7 , 000株といわ
れる牡丹が満開になり、当寺は古くから「花
の御寺」と称され『枕草子』『源氏物語』『更級
日記』など多くの古典文学にも登場する。

今回の調査予定はすべて終了したので、そ
の期間お世話になった奈良県を後に、帰路に
つく。

最初、4日の行程は長いなというような感
じがした。実際は「あっ」と言う間に過ぎて
しまったのだが、中々に収穫のある充実した
4日間であった。

次回調査について、いつ依頼の霊信が来る
のだろうか？

13



14

い山であり、奈良県橿原市にある山。畝傍山、
耳成山とともに大和三山と呼ばれる。天から
山が2つに分かれて落ち、1つが伊予国（愛
媛県）「天

あめやま

山」となり1つが大和国「天加具山」
になったと『伊予国風土記』に記されている。

また、『阿波国風土記』逸文では「アマノモ
ト（またはアマノリト）山」という大きな山
が阿波国（徳島県）に落ち、それが砕けて大
和に降りつき天香具山と呼ばれたと記されて
いる。

天の香久山の山頂には、2つの小さな祠が
あり1つは國常立命を祭神とする國

くにとこたち

常立神社
であり、もう1つには高龗神が祀られている。
山の北麓には占いを司る櫛

くしまちのみことのかみ

真智命神を祭神と
し、境内の波波枷の木が占いに用いられてき
た天香山神社、南麓には天照大神の岩戸隠れ
の伝承地とされる岩穴や巨石を神体とした天
岩戸神社がある。

昨年、天の香久山神社に参拝した時には中
腹に小池があったが枯れていて、何かの具合
で水路が経たれていると感じていた。しか
し、今回二人で御山に上る途中には、かなり
の水が浸み出ていているのを確認したので、
枯れる要素は考えられなかった。そこで、水
利に関係する高龗神の祭祀が十分でないのか
と推測したのだが、昨年の小池を今回は確認
していないので、現在の状況は正確でない

（推測での評価）。
歴史的にみて、天の香久山は長髓彦と神武

天皇との戦いに関係した地であると思われる
ので、これからの歴史考証の課題としたい。

山頂には國常立命を祀る小さな祠と、天
候、水利を司る高

たかおおかみ

龗神を祀る小さな祠が2社
がお祀りされているが、十分に祭祀され管理
されているようではなかったのが残念だっ
た。

2社を、三好が霊視を試みると祠へ渡る石
畳みの下に何か「鎮め物」が埋められている
ように感じたが、それ以上は分からなかっ
た。これは、後でチームリーダーに確認願っ
たところ、丸い玉のようなものだという事だ
ったので、水晶か？と思われた。

また、祠の前で霊視中に卜部氏から「長髓
彦との関係は？」と問われた時点で、鳥肌が

立ち何か歴史的か霊的に関係があるのではな
いかと感じたがそれ以上は分からない。

だが、卜部氏からの気を送るハンドパワー
が、相手の者に鳥肌を生じさせるほどのエネ
ルギーを送ることができるとは、いやはやこ
のチームはすごい能力の人ばかりだと感嘆す
る。

次に、天の香久山を下り、南面に向かい天
岩戸神社に参拝した。小さな社ではあった
が、社から感じるパワーはすごく、さらに裏
山の竹藪に磐座があったのだが、この磐座か
らも強いパワーを感じた。この社は南面を向
き、天の香久山を背にした状態で創建されて
いるから、天の香久山を守る結界の一つの社
かと思われた。

次に、奈良駅前ホテルへと帰路をとり宿泊
する。

5月2日：大神神社別宮の村
む ら や に い ま す み ふ つ ひ め

屋坐弥冨都比売
神
じんじゃ

社で奉納ライブを実施。まずは、守屋宮司
による本殿でのお祓いを受けたのち、奉納ラ
イブを実施。演奏は、能楽師・鼓・横笛／今
田氏、キーボード歌／真野氏、舞／大田氏の
グループにより厳粛の中行われた。

次に、昨日卜部氏と三好が参拝した天岩戸
神社にチームリーダー、大田氏と共に参拝し
た。当然だが、本日も社からの感じるパワー
はすごく、裏山の竹藪の磐座からも強いパワ
ーを感じている。リーダーは、竹藪の中に鎮
座する磐座からのパワーを感じ、伯家神道の
舞を舞う。

サブリーダーとライブ中継で、磐座を視て
もらうと「感謝している」と霊言を受け、リ
ーダーは続けて磐座の覆い（霊的なもの）を
開き、珠を受け取り、その珠を天上へ上げる
所作を行う。

同行した大田氏は、「感動で震えている」
と話した後、突然宇宙語を７～８分ほど話し
始めた。話している相手は金星人で、会話し
ているとのこと。このことから感じるのは、
全国にあるパワースポットと言われるような
所が数多くあるが、それらは宇宙の幾つかの

14
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鳥見山は、新緑に包まれ爽やかで、鶯が鳴
いていた。この石碑周辺一帯は、あまり観光
客が来ないようで、踏み荒らされていないた
めなのか、すごくパワーを強く感じ、リーダ
ーは伯家神道の所作を舞い、しかも後ろ手の
拍手まで壮じた（初めての所作で、パワーを
あまりにも強く受け反応したための所作とな
ったとのこと）。

サブリーダーへ、スマホでのライブ中継を
行うと、「（感動して）自分でない、中の人が
泣いている。ご縁を感じ感動している。周り
がキラキラしている」との霊言があったが、
これは神武天皇か、又は御付きの関係の方な
のか不明だが、感激した旨の霊信であった。

次に、寺院の奉納ライブ参加として天理市
柳本町長岳寺に向かう。

この寺社は、天長元（824）年、淳和天皇の
勅願により、空海が大和神社の神宮寺として
開いたといわれる古刹で、かつては大寺だっ
たが、兵火と明治期の廃仏毀釈により衰微し
た。平安時代の端正な鐘楼門（重要文化財）
は創建当初唯一の遺構で、楼門と鐘楼を兼ね
ている。

また、本尊の阿弥陀三尊像（重要文化財）
は玉眼を使った仏像としては日本最古のもの
で、藤原時代末期の作と言われている。奉納
演奏は、能楽師・鼓・横笛／今田氏、キーボ
ード歌／真野氏、舞／大田氏のグループで、
本堂阿弥陀如来像の前で奏上。外人を含む、
多くの参拝者の方々が参列し、演奏、舞に魅
入られた。

本堂では、なぜか阿弥陀像が祀られてい
て、真言宗では大日如来、不動明王かと思っ
たのだがこの点は確認していない。

次に、三輪山へ向かう。山頂へ、三好一人
で登ろうと試みるがコロナ発症以来登頂が禁
じられていたので、大

おおみわじんじゃ

神神社、神聖な井戸・
泉・水源の意味を持つ摂社の狭

さ い じ ん じ ゃ

井神社を参拝
し下山。

三
み わ や ま

輪山は、奈良県桜井市にあるなだらかな
円錐形の山。奈良県北部奈良盆地の南東部に
位置し、標高は467.1m、周囲は16kmである。

歴史学的には大物主大神を祀る大神神社
（大和国一宮、奈良県桜井市）が三輪山の西
麓にある。大神神社は三輪山を神体山として
扱っており、山を神体として信仰の対象とす
るため、本殿がないのだが、これは自然その
ものを崇拝する古神道に大神神社が属してい
ることを示すとともに、神社がかなり古い時
代から存在していることを示している。

三輪山大鳥居 大神神社本殿

『古事記』『日本書紀』にも三輪山伝説とし
て大物主神の伝説が記載されており、三輪山
が神の鎮座する山（神奈備）とされている。
延喜式神名帳には式内大社の大神大物主神社
として載せられていて、別名は三輪神社であ
り、三輪氏の氏神であった。鎌倉時代に入っ
てから、慶円がこの三輪神社を拡大し、本地
垂迹説によって三輪明神と改め、別当寺とし
て三輪山平等寺を建立した。この三輪明神
は、徳川将軍家などに篤く信仰された。その
後明治維新を迎え、1871年（明治4年）に神
社が奈良県にあてた口上書には、「神ノ山と
は三輪山を指す」という記述があり、大神神
社の神体山として三輪山が正式に記録された
最初の記録とされる。（以上、Wikipedia）

三好は、三輪山の大神神社に参拝し下山。
グループは移動し、橿原神宮の前を通過

し、御陵を遙拝。
次に、神武天皇陵の前の大鳥居の前から御

陵を遙拝。チームリーダーは、「神武天皇が
崩御されてから、随分の年月が経っているの
と、十分な祭祀がされているからか、浄化向
上されていて特に感じることはない」との感
想であった。

次に、天の香久山の裏手の参拝者駐車場に
車を停車し、天の香久山には、卜部氏と三好
の二人で登る。天の香久山は、152mの小高
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チームリーダー　　　天堂珠希
チームサブリーダ―　佐野信子
影山治夫
神職　　卜部丹也
神職　　三好一郎

次に研究チームが向かったのは、PM7時
から開催される音楽イベントの参加だ。会場
は天理市トレイルセンター内の勝田氏の経営
するレストラン洋食ｋ。演奏は、能楽師／今
田氏、キーボード歌／真野氏、舞／大田氏と
地元某市議を含む歌唱団の方々。勝田氏は、
地元だけに天理教の造詣深く、演奏後も遅く
までチーム仲間と談笑の一時であった。

5月1日：午前に村屋神社の守屋宮司に面
談し、2日の奉納イベントの確認をする。守
屋宮司によると「大神神社別宮であり、宮司
家の祖先にあたる物部守屋など物部氏の祖神
を祀る。主祭神は、三穂津姫命で大国主命の
后神。配大物主命で、境内摂社には村屋神社、
服部神社、物部神社、久須須美神社が祀られ
ている。伝承によると、古墳時代に仏教の礼
拝を巡って大臣・蘇我馬子を中心とする崇仏
派（仏教）と、大連・物部守屋を中心とする
排仏派（神道）の間で起きた宗教戦争「丁

て い び

未の
乱
らん

」において、現在の大阪府八尾市付近で物
部守屋が討死して物部軍は敗北。その後一族
は四散し、その中に物部守屋の長男（雄君）
が、息子（押勝）を連れて当時の村屋神社の
宮司家（当時は室屋姓）まで逃げて、しばら

くの間匿っていた。その後、雄君は自分の息
子である押勝を跡取りのいない室屋家に託
し、美濃へ発ったとされている。

そして、物部守屋公の孫を室屋姓に変え、
宮司家の当主として育てられ今日まで60数
代と血筋が続いているということになってい
る。

奉納の依頼を快諾受け、チームは次に宇陀
市榛原鳥見山公園に向かう。

鳥見山（735m）の頂上近くにあり、勾玉池
を中心とする高原上の自然公園で、園内には
神武天皇聖跡伝承地の顕彰碑「鳥見山中霊畤
趾」のあるこの山は、桜井市と宇陀市の境界
ともなっていて、「古事記、日本書紀、万葉
集」にも登場し、『万葉集』では、「窺

うか

狙
ねら

ふ
跡
と み や ま

見山雪のいちしろく恋ひば妹
いも

が名
な

人知らむ
かも」と詠まれている。
『日本書紀』神武天皇4 年条には、「乃

すなは

ち
霊
まつりのには

畤を鳥
と み の や ま

見山の中に立てて、其
そ こ

地を号
なず

けて、
上
か み つ お の

小野の榛
は り は ら

原、下
し も つ お の

小野の榛
は り は ら

原と曰ふ。用
も

て
皇
みおやのあまつかみ

祖天神を祭りたまふ」とある。神武天皇は
「敵に勝利し、国を平定、天皇に即位できた
のは、皇祖の助けがあってこそ」と感謝し、
鳥
と み や ま

見山で皇祖天神を祀る行事を行った。これ
に因んで、近年に「鳥

とみのやまなかまつりのにわあと

見山中霊畤趾」と刻ま
れた顕彰碑が建てられている。

なお、宇陀市、桜井市にも鳥見山があり、
伝承地として争われている場所は6カ所（東
吉野村萩原、桜井市桜井、奈良市石木町、奈
良市中町、榛原萩原、天理市滝本町）あるよ
うだ。
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